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爲
め
に
、
'法
#.
制
度
は
輿
の
總
べ
て
の
部
局
に
於i

•て
之
れ
^'
簡
易
な
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

•彼
れ
は
又
、
.歡
制
度
の
全
般
が
坐
®:
業
を
鼓
舞
，す
る
，を
以
っ
_て
主
眼
と
し
ど
妙
れ
杖
な
ら
ぬ
.と
覷
た
0
不
坐
產
的
階
級
は
最
大
な
る 

負
檐

-S
:
課
せ
ら
る
可
き
も
の
^
，あ
る
。
、观
れ
等
の
資
產
拟
其
の
所
有
乾
を
變
ず
る
に
.曲
っ

て

，の
み
唯
り
坐
產
的
の
も
‘の

と
‘

な
り
得
可
き 

で
あ
る
。
富
と
財
產
と
は
地
主
.及
、び
怠
惰
愈
る
！
^

&-
移
し
て
\'
精
鍊
且
っ
勤
勉
な
る
者
に
歸
せ
し
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0,(

同
書 

ニ
_八
、
1
1九
四
、
七
.七
.九
、
七
九
三
丨
七
九
五
頁
}。管
だ
.に
結
_
な
廣
物
、衣
裳
、家
具
、
住
宅
、樂
し
い
庭
園
、展
樹
園
及
び
公
共
の
建
築
物 

等
に
|
づ
て
> 
其
の
居
往
す
る
國
を
美
化
す
る
ば
か
り
で
.尨
く
_
ハ

貿

易

と

武

カ
^
に
尤
っ
て
其
^

の̂
~
,金
、
銀
及
び
珠
玉
を
增
加
し
'つ 

、
あ
る
勤
勉
に
し
て
怜
悧
‘な
る
人
々
の
資
財
が
乳
^
の
ょ
.っ
て
減
少
せ
し
め
ら
れ
、
‘而
しV

食
；

5

且
っ
飮
み
、
歌
ひ
、
奏
し
、
又
、
踊 

る
の
外
、
全
然
何
事
を
も
な
す
こ
と
の
な
い
底
め
者
に
、
' 否
、
形
而
上
孰
若
し
く
は
其
の
他
の
無
用
な
名
思
き
I
研
究
す
る
か
、
然
ら
'

Iざ
る
も
^
、
.
等
物
質
的
め
物
件
若
し
く
は
國
家
に
‘於
い
て
，眞
の
效
用
と
價
値
と

‘七
^
：す
る
物
件
を
生
産
す
る
こ
と
の
な
い
あ
ら
ゆ
る 

:t
i
i
-
の
仕
事
に
呀
事
す
る
底
の
首
に
移
さ
る
.可
し
と
七
た
な
，ら
ば
、社
會
の
富
は
減
'少
す
、る
で
あ
ら
ぅc,(jp&ical_ Arit̂

metick, 

1690, 

p
r
.
3
00
0
0,
敗
く
ぞ
、
ペ
チ
-ィ
は
後
年
の
生
皆
的
及
び
、不
生
：

li

的
‘勞
餘

の

'先
驅
を
t
:L
.
:^
o
■€
■•れ
は
又
、
人
口
稠
密
の
經
濟
的
利
益
，を 

擧
话
し
.、
後
批
の
分
業
論
に
對
し
て
示
譽
與
十
る
^
が
大
、で
あ
っ
た
ズ
前
揭
拙
著
：七
九
一
冥
參
照〕

。

■

バックスクァ

「Ri<3bard Baxtei:)

の
如
き
'宗
敎
家
は
、
•流
石
に
、
職
業
办
選
擇k

際
し
て
-®
圖
せ
ら
る
.可
き
第」

主
要
事
を 

神
べ
の
.奉
仕
と
公
共
の
«
利
に
置
き
、
‘而
し
て
、
公
，北
◊の
福
利
に
資
す
^'
'
所
最
V
大
t
る
職
業
を
以
つ
て
、
長

官

、

,̂
會
の
牧
師
及
び 

說
敎
.師
、
' 敎
員
ノ
醫
師
.
，法
曹
及
が
農
夫C

耕
作
者
，
、
牧
牛
‘者

及
汉
收
羊

^-
東
り
’と
卻
じ
ノ
之
れ
に
次
ヶ
者
を
*
海
員
、.機
屋
、書
肆
、
 

仕
*:
'
髪
び
其
の
他
人
類
に
*
も
必
要
^.
る
諸
物
に
就
い
て
作
篆
し
つ
、
あ
る
者
と
觀
、
而
1
て
ノ
肇
商
、
レ
ー
、ス
商
、
羽
根
.細
、エ 

匠
\■窺
'匠
其
の

他

を

以

つ

て

、
：

.殆
ん
ど
何
等
？
效
用
.を
も
有
せ
ざ
る
も
°;
に
激
>
て
作
業
す
る
^
の
で
あ
つ
て
、
恐
^
く
、
其
れ
自
體
に 

冷
い
.て
は
'合
法
た
り
得
る
で
^'
ら
ぅ
が
、
而
も
須
ら
く
之
れ
に
_
與
す
る
‘こ
と
を
嫌
忌
す
可
き
%'
の
と
な
し
ズ
居
つ
た
點
に
於
い
て
猶 

ほ
中
世
的
思
想
を
保
持
す
る
こ
i

き^
g

は

し

むる
も
の
が
あ
つ
た
が
、(
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b
r
i
s
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而
も
"
彼
れ
は
、
又
、專
業
ひ
經
濟
盼
利
益
を
列
擧
す
る
を
怠
|

る 

も
ゎ
’で
ざ
つ
た
。
，
即

ち

务

I

は
，
勞
働
の
‘水
續

环

斷

ノ

’
第
ー

K
、
最
も
-̂
:;
<
熟
練
そ
得
>
し
々
る
|

,
第

蒙

、
最
も
よ
く
用
具
及 

.び
必
要
品
を
備
へ
ら
る
^

と̂
> 
第
卧
ば
、

人
ば
他
の
，仕
孤
を
爲
す
を
得
る
よ
^
^
、
よ
り
良
く
，之
れ
を
爲
す
と
.と
'、
邻
五
ポ
、
、よ
り 

私
品
‘に
之
れ
を
爲
す
こ
■と

*

第j

•ハ
は
、
わ
い
盤
然
と
其
の
仕
事
を
行
4
で
あ
ら
，ぅ
こ
と
が
提
れ
で

‘あ
る
。0

げ
p̂
-o
而
し
て
、後
れ
'て
, 

、
ハ
リ
ス
-
}0
。
|
げ
江
ぢ
&〕

'も
亦
、入
類
が
#
自
別
筒
の
職
業
に
從
事
す
る
^

ク̂
ブ
彼
れ
等
に
對
4
,て
决
十̂1
利
益
が
甚
だ
大
で
あ 

'
り
且
つ
顯
然
た
る

-

^

s
'̂>
;
る

こ
-と
を
擧
示
し
て
^.
つ
，た
,.
0
,
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t
.
w
s
s
a
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ヒ
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一
麗
に
炎
い
て
，は
、
第
十 

<世
«'
の
_

賞
於
^

、

重
敕
主
義
麗
：產

及

蒙

；̂

_
證

_

_
が

篇

漏

確

■

_

シ

-:
;
た

ィ
'
,フ
？

I

G

I
卜
ゑ
に
ょ
つ
て
.表
明
せ
ぶ
れ
た
9
即
ち
彼
れ
は
'「

最
、大
t
る
原
琎」

を
以
つ
て
V「

國
内
に
貨

f
保
持 

し
、
而
、し
て
他
國
ょ
•り
^.
れ
を
誘
致
す
る
に」

在
疚
と
.觀
、

-
(von Verbesserung 

§
p*
r
e
t
e
a
、
§

d 

‘ 

wie'ein 

Rerent 
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1
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^
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l
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、

而
し
て
、
.一‘阈
の
人
ロ
.匕
公
共
に
诹
つ
て
榮
'養

カ

あ

る

階 

.級x
l
r
h
a
f
t
e

 

.
|匕)

と
榮
#
ヵ
な
き
階
級
，と
に
分
ち
、
朝
臣
、
貴
族
、：営
萸
、
•辯
譏
士
、
兵
士
、
怠
惰
者
は
第
.
;の
階
級
に
-
農

致
す
名
限
り
.に
於
'い
て
の
み
然
る
も
0.
で
あ
る
：と
.說
い
.て
居
つ
た
°.(

1?'
、1
.
7味.

)
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■
、
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•

此
の
.時
代
.に
於
い
.て
生
產
要
素
論
は
成
石
程
度
ま
，
發

達

-̂
見
た
。
*
述
せ
る
•。へ
チ
ィ
は
ス
、‘
ホ
ッ
ブ
ズ
、~
フ
ォ
ー
ト
リ
ィ
及
び
グ 

ヴ
ン
ト
等
^
同
じ
く
、
^
働
が
國
富
カ
.父
た
る
と
等
し
く
、
士
I
が
其
：
P
毋
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。(

前
揭
拙
著
七
七
一
ー
ぜ
.七
ニ 

M
參

照)

泡
に
^.
時

£

般

思

想

は

土

地

及

，
び

勞

，
働

、
の

兩

'#
.を
以
つ
-て
坐
辦
に
取
つ
て
缺
，く
可
ら
ざ
る
ニ
要
素
と
做
す
に
.拒
0
た
0 

, 

ヵ
ン
，チ
味
ン%%
亦
、

m -
般
の
思
想
を
傅
へ
べ
其
の『

商
業
，

一

般
'の
’本
質
論』

の
%
頭
に
秦
ヽ
>
て

「

土
她
ば
當
，さ
に
富
の
.抽
出
せ
ら
る 

可
き
极
浞
若
し
く
は
’資
料
で
あ
る
、
而
も
、
人
間
の
勞
働
は
之
れ
を
，坐
產
す
る
.の
形
態
で
あ
る
.

」

と
、論
じ
た
。(
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5
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u
^
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a
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Q而<
•

彼
れ
は
：

H
(

の
後
に
於
い
て
資
本
を
生
康
の一

要
素
4

做
し
た
。
ル
間
の
勞

勘
靡
康
タ
^

嫌̂
雅
議
難
•

&
卿
勝
靡
靡
解
奢i

^

:^
顧
壤
•
職

满

稀

糖

看

_

s
^-
^

鎌

變

--
^
|
:棚.靡
謙

嫌

纖

議

_
翁
:1
'
酿
嘗
1

劍
»

藤

灘

據

1

謙

漏

« '
加

齡

著

^

し
て
其
の
收
益
の
三
分
の11

を
取
得
し
、U

一
分
め
一
は
‘彼
れ
の
經
费
及
*
給
養
費
.を
支
拂
ひ
>.
、他

は

衢

れ

の

企

業

の

利

潤

(

t

&
rt
cu
e

s
.o
n 

.

1

1

)

と
し
S

存
す
る
。
小
作
人
に
し
て
若
し
彼
れ
の
含
1

行
す
る
に
充
分
な
る
資
本
を
有
し
た
I

ば

、
，
彼
れ
に 

し
て
若
し
必
要
な
，る
道
具
及
，
び
用
具
、

撕

作

用

の

馬

匹

\
;土
地
を
し
て.作
付
地
た
ら
し
.む
る
家
畜
其
の
他
を
有
し
た
な
ら
ば
彼
れ 

は
總
ベ
て
の
經
費
を
支
拂
ヴ
て
後
、
彼
れ
の
農
場
の
產
物
の
•三
分
®
一
 

目
ら
取
得
害
;^
で
：あ
4

0
然
し
な
.が
ら > 
管
其
の
賃
銀 

を
认
つ
で
生
^
レ
、
而
し
，て
何
等
の
»-
本
を
も
有
す
る
こ
と
の
な
い
怜
悧
な
'る
勞
働
者
がr

彼
ル
に
土
地
若
し
く
ば
之
れ
を
購
入
す
_ 

る
が
爲
め
の
貨
幣
を
貸
與
せ
ん
と
し
o
xあ
る
或
る
乾
を
看
出
す
こ
と
が
出
來
る
な
ら
.ば
、

第
三
の
所
、得

(

§

5

の
金
部
、
即
ち
彼 

' 
5
其
の
ト
_
\̂-
避
し
く
は
企
業
者entrepreneur)

と
な
る
可
き
•農
場
の
產
物
の
ゴ
，一

.分
の
一’を
，貸
キ

i

に
興
ふ
る
こ
と
を
得
可
豸
で
あ 

る
。'(ibi

f-p. 265-26700

，然
し
な
C

’、
他
方
に
於
い
て
、E

ン
チ
ロ
ン
は
、
•君
主
及
び
土
地
の
所
有
者
の
外
、
何
者
と
雖
も
獨 

立
に
坐
活
す
る
もQ

、

な
く
、總
べ
て
の
他
の
階
級
及
-び
住
民
ば
給
料
を
受
く
る
も
の
で
、あ
、る
か
•、企
業
者
で
あ
る
.か
で
あ
る
と
觀
た
。
而 

し
セ
、
范
し
土
地
の
所
有
者
に
し
て
、其
の
財
鹿
を
閉
鎖
し
、何
人
も
土
地
•の
上
に
穷
学
る
こ
と
女
許
す
.森
が
な
い
と
し
.た
な
ら
ば

• 

.

毫
も
利
用
し
得
可
、き
食
料
又
は
衣
料
の
存
在
を
見
;^
こ
と
.が
.な
い
，で
あ
ら
：ぅ
。
.
.
從
つ
て
、，
力
ン
- ^
ロ
シ
'は
、
或
る
意
味
冗
於
い
て
は 

5

の
t

l
達
は
悉
く
皆
，
地
主
に
依
存
す
f

Q
と
思
惟
し
た
。
5

な
が
ら
、
’•地
、雪

^
も
亦
、
生
存
の
資
料
を
要
す
’る 

が
故
に
.、
皮
れ
f

其
の
.土
地
を
耕
作
す
る
か
*
若
し
く
は
之
れ
を
農
夫
.に
貸
與
す
、る
の
擧
に
出
づ
可
き
で
あ
る
。
ヵ
ン
チ
>
ン
は 

rf
-
く
の
如
き
塔
食
に
、
_

は
普
通
土
地
產
物
の
約
三
分
ゐ
マ
を
土
#
の
篇
に
對

.す
る
報
酬
と
し
’て
.地
翁
に
支
拂
ひ
'
他
め
三
分
の 

一，を
其
の
企
業
の
利
潤
と
し
て
良
己
'の
爲
め
に
保
亂
し
、
.而
し
て
淺
餘
を，

以
つ
て
賃
銀
及
び
*耕
作
の
諸
費
用
^
支
#

^
.̂
の
と
|
'2
>

■•
-.而

し

て

、
地
、壬
及
び
農
民
は
其
の
生
産
物
に
對
し
て
得
た
分
前
の
.
.
部

を

直

接

#
業
に
參
加
す
る
こ
と
の
，な
が
つ
た
都
市
恭
け
、る
製 

造
業
# ,
、
_企
業
蔣
及
び
其
の
產
物
を
地
方
ょ
り
都
布
に
搬
ぶ
輸
送
業
者
其
の
他
办
社
會
'<
0
人
，々

に
由
つ
、
'て
供
給
せ
'ら
れ
た
勤
務
及
び
貨 

■■
■
物
に
對
し
 

'で消
費
す
.る
' の
^
あ
.今
斯
々
の

.如
く
し
て
.、.」

_
の
±
地
及
び
勞
働
.霉

*:
額
、は
社
會
を
.通

じ
，•
^
■
環
す
る
の
精
艰
と
な 
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，

’

此
の
^
ン
.チa

ン
0
#書
に
ょ
つ
.て

影

響

せ

ら

る

,\
^
と
.の
參
大
ず
あ.つ
た
重
農
擧
派
は>
 
農

業

家

の

勞

働

の

み

唯

，り

蓄

積

，せ
ら
.れ 

た
^
の

純

餘

赚

の

'

§
1̂

に
淺
#
せ
し
む
“る
の
故
を
以
つ
%
、
彼
れ
轉
を
唯
ブ
の
度
皆
的
勞
作
者
と
看
做
レ
た
。
而
し
て
、
彼
吖
4 

\
は
：' 

其
の
坐
靡
，せ
る
所
の
'も
の

と

等

し

い

懷

値

を

，消

费

す

る

總

べ

て

の

勞

锨

t
以
0
1不
坐

產

的

と

思

惟

し

た

，の
で
あ
る

o

卽

ち
、
I 

‘

ホ

等

に

往

？
'は
、

生

廣

は

蕃'の
廣
以
上
に'餘
剩
を
生
ぜ
し
む
る
k
意
味
す
る
晃
の
必
あ
？

‘、
必
計
其Q

者
は
排
，除
せ
ら
る
o'
喷 

れ
等H

從
へ
ば
、
土
地
の
，所
有
者
及
び
耕
作
者
の
努
働
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自
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得
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ら
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萍
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述
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最
初
の
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陀
打
ち
勝
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に
足
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も
の
と
な
つ
た
時
、
，其
の
：彈
機
は
百N

立
つ
ほ
ど
屈
服
し
、
而
し
て
曉
む
で
と
が
認
め
ら
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る
。
然
し
な
が
ら
、
，其
れ
が
或
る
.一.定
の
.
®ま
で
徺
ん
だ
時
に
は
、
そ
は
其
の
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に
迨
>る
や
ヶ
に
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さ
れ
た
カ
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す
る
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な
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。
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な
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足
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ら
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潤
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な
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得
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リ
ヴ
•ル
の
收
益
.を
與
へ
る
な
ら
ば
、
一.千
.フ
ラ
ン
は
恐
ら
く
一 
千
五
百
の
收
益
を
與
へ
る
こ
と
な
か
る
可
く
、
 

叉
五
百
フ
ラ
ン
は
六
百
，を
與
ふ
る
こ
.と
な
か
る
可
き
で
念
ら
う
。
天
激
1
1豐
沃
で
は
あ
る
が〔

而
も
何
等
の
地
却
し
も
行
は
れ
て
ゐ
な 

い
土
壤
の
上
に
•蒔
，か
.れ

た

種

子

は
- ^

ん
ど
全
く
空
費
せ
，ら
れ
■た
前
拂
で
}
ら
う
。
そ
が
一
度
び
饼
さ
れ
た
な
ら
.は
、
收
獲
は
、ょ
り
大
為

十
ァ
：'へ
截
!

■

_

_

_
■

盤

_

_
獲

：.：漏

截

憲

1 -
證

截

1:
_

_
略
^

增
加
t
可
き
で
，，あ
る
。
斯
く
め
如
ぐ
し
て
そ
は
前
拂
が
增
加
す
る
ょ
り
も
著
し
く
大
な
る
比
率
扣
於
い
ズ
增
加
し
、
而
しV

、

終
に
は
" 

收
櫻
が
前
拂
と
比
較
し
て
最
，大
可
能
な
，る
一
定&

に
到
達
す
可
t
セ
あ
ら
う
'
此
の
點
•を
越
し
て
、
前
桃
が
尙
ほ
增
加
し
た
な
ら
ば
、

A
c 一
細
®:
5
货
_

%雪
^
郁

暴

:1
¥:
;̂
4

戀̂
«
寒

漏

紙

,

-%
證

.：_

条

1

:^
嚴

趣

え
丨
ず
益
々
紙
少
す
可
き
^

あ
\

う
0, 
■而
L

て
、
故
得
於
刺
物
か
.を
加
へ
：る
，こ
と
^
得
钇
い
.；̂
ら
ば
、
■前
桃
に
對
’す
る
附
加
は
收
搜
に
對 

、

• 

•

浓
議
濟
想
想
夂
齧
，
.

..

■ 

- 

、
 

： 

,

 

、

I

ぐ
.
. 

ニ 

0
1七>〕
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生
.鹿
經
濟
•思

想

史

漱

觀

ン

;

• 
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ニ
ニ
、
 

s

i

o
 

し
て
奋
一
’然
何
物
:^
も
加
ふ
る
こ
と
な
か
る
可
き
で
|
る
。
余
は
前
拂
が
最
大
亦
能
な
る
收
益
を
擧
ゲ
る
點
を
以
つ
て
#
作
者
が
到
達
し 

得
る
最
も
有
利
I

點
で
あ
I

想
像
す
る
は
誤
謬
で
あ
る
备
るC

蓋
じ
、
新
た
な
る
前
拂
が
先
き
め
前
^
*の
與
へ
た
、と
4
5度
同
じ 

.? c

げ
の
’收

菅

與

へ
る
と
と
が
な
い
^

せ
，ょ
、
.若
し
是
れ
等
.

6

も
の
が
土
壤
の
純
收
象
% ;

大
す
る
に
足
る
收
穰
を
與
へ
る
な
ら
ば
、 

楚
^

の̂
も
の
を
投
入
す
る
こ
，と
が
有
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
**6
'」

* 

s AO 

(
C
E
U
V
r
e
s
,
.

 

o
p
;

 

c
ir

p
.

 

6
4
4
-
6
4
5

l>
ゲ~

洵
に
、
チ
ラ
ル
.ゴ
オ
は"

、土
触q

ー
定
量
の
上
に
資
本
の
投
入
-̂

增
加
し
行
く
時
は
ぃ
’あ
ら
ゅ
る
投
費
は
、
早
晩
、
適
菊
也
ら
る
i 

，•各
單
位
に
對
す
る
收
益
^
遞
減
す
る
の
點
に
到
肩
す
可
き
こ
と
を
認
•め
、
而
し
て
*
農
業
#
ば

、
取
得
せ
，ら

る
i.
餘
剩
收
益
於
投
費
と 

爾
衡
，す

る

に

至

る

造

，
其
の
資
本
の

•投
入
を
附
加
す
可
き
こ
と
を
說
い
龙
の
で
あ
、る
o
rr
く
の
.如
く
、
彼
れ
は
收
益
變
化
の
原
理
を
，確 

實

，す
把
握
し
、
厕
し
て
、
生
產
の
一
要
素
の
，

.供
給
が
增
加
せ
ら
る
-

1

ご
と
な
く
、
一
他
の
可
變
的
要
素
の
役
入
が
漸
次
增
加
せ
ら
、る
、
と
し 

た
な
ら
ば
1
最
大
收
益
點
が
識
別
f
ら
る
、
と
做
ず
の
法
則
を
表
明
し
た
の
セ
あ
る
が
、
然
し
な
が
ら
、
這
般
の
法
則
は
坐
鹿
の
三
要 

*

素
、
郎
ち
土
地
、
嘴
働
及
び
廣
本
‘の
總
べ
て
に
就
い
.ズ
眞
で
は
.あ
を
が
、

而

も

、
資
本
汲
，び
勞
，
働
、

2
'者
は
、
富
及
^
人
■口
の
'
增
加
に 

领
れ
て
、
其
の
供
給
を
增
加
す
る
の
常
で
あ
'る
1
反
し
‘ 
土
地
，

p

供
^'
は一

社
會
に
於
け
，I
人
口
及
び
塵
業
の
謹
と
共
に
增
加
す
る 

こ
と
な
き
が
故
に
、
其
の
*
際
的
及
び
理
論
的
結
果
は
’勞
働
及
び
#
本
の
^'
合
と
土
地
.の
其
れ
，と

に

在

つ

て

は

、
同

一

の
.重
要
性
を
有 

す
る
-4
>
の
に
非
ざ
を
こ
と
を
看
取
し
て
、
後
世
の
經
濟
學
齊
の
如
;<
、
韻
造
工
業
の
膨
騰
'^
大
體
に
於
い
.て
收
益
の
遞
增
を
誘
起
す
.
- 

'る
に
反
し
、
農
業
的
產
m
の
紙
腿
は
概
^
て
收
益
の
遞
減
を
誘
顧
す
る
.；こ
.と
5:
;
主

張

す

る

に

は

至

ら

な

か

つ

た

の

で

あ

る

。

而
し
て
、

• 

彼
れ
及
び
重
農
學
派
は
、
，锬
の
英
掘
に
於b

る
が
如
く
、
自
亂
自
ち
所
要
の
食
料
原
咏
を
生
齑
す
る
ょ
り
も
、
.■寧

ろ
其
の
，利
益
の 

顯
蒂
&■
る
場
合
'に
は
、
其
の
，力
を
.

H

業
に
‘集
^
し
、
是
れ
等
の
も
•の
'を
購
人
す
る
亦
像
め
•に
工
業
製
品
を
使
用
.す
る
に
由
つ
て
其
ぴ
富 

«

の
程
度
を
增
加
す
可
f

の

士

渗

ふ

.き

と

な
く
、
却
つ
て
、
農
業
に
對
し
て
特
.殊
の
重
置
を
置
き
、
農
業
者
ゆ
其Q

唐

費

及
び
.其
の
坐I

賃

營

，外
に
地
ft
'
-の
形
態
毖
い
て
地
主
に
對
し
て
、支
拂
は
’る
i

剩
を
取
得
す
る
1
の
I

k
し
故
の
で
あ
る
。
.

.
70
し
^:
縱
令
ひ
•彼
れ

等

が

霞

的

：
に

茔

，地
收

益

遞

減

法

則
の
.作
亦
を
認
め
: ^
と
し
て
も
、，
而
も
’彼
れ
等
は
農
業
技
術
の
改
良
力
- 

此

の

法

則

せ
じ
む
る
の
み
な
ら
ず
、
身
つ
て
南

？
收

象

|

.ぷ

？

可

き

こ

と

を

信

要

居

つ

，た

言

に
 

見
ぇ
、る
。

即

ち

，

ヶ
ネ
丨

'は
ハ

彼

れ

：か

一

千

签

K'
r
Hハ
年
に『

大
百
科
全
書i

に
s

fe
項
目J

小
他
ん』

中
に
於 

> て 

先

づ
精
細
な
る
紐
識
を
：似

つ

て
.、
耕
作
ノ
用
に
馬
若
し
ぐ
は
半
|

,用
す
る
S

接
間
接
，
の
，
利

罄

を

親
攻
究
し
"

f

使
用
す
る
小
耕

五
十
b
年
の『

穀
物』

(
G
r
l
y

に
於
い
で
は
、國
内
に
於
け
る
實
際
S

物
I

高
を

5

年
凡
そ
五
億
九
千
五
、苗
萬

.リ
♦ゥ
ル
に
相
當 

•す
る
も
の
と
計
算
し
、
、

/

I

f

.
 

o
p
. 

d
r
f 

2
06，y

 

.も

て

、
今
，、
到
る
：所
に
馬
を
齋
む
て
適
當
I

耕
作
を
行
つ
た
な
ら 

ま
、
收
擒
は
十
八
億1

千
五
百
萬
リ
’H

/1
;
そ
三
分
の
一
一
七
增
加
す
可
.

I

I說
示

，
し

た

。
，

¥

4

.
 

而
し
て
、

f

 

上

從

へ

ば*
避

れ
f

總

ぺ

て

が

生

產

馨

控

除

し

義

の

"餘
剩
は
、
從

前

Q

 

5
セ
千
八
百
萬
に
; ^
し
‘て
、
八
億
八H ：

五
百
萬
と 

な
り
-
約
ぬ
分
の
を
增
紙
寸
オ
き
‘も
の
と
觀
衣
の
で
あ
メ
。
ハ
I

ご
3 

3

S

O
實
.に
資
本
缺
#
の
爲
め
瘍
縮
せ
し
め
ら
れ
て
居 

-
つ
た
怫
蘭
6
農
業
の
實
情
は
，斯
<,
队
如
き
主
張
祀
對
し
て
根
撒
，を
與
.へ
、た
の
で
'あ
-る
？ 

： 

' 

二
，

.
 

‘ 

'

、

ra
, 

\ 

,
,
\ 

•

-

重
農
學
派
的
賢
見
は
、
_

が
'
て
農
.
が
主
要
な
る
議
で
あ
方
、
5

業
が
主
；̂
し
て
農
業
家
の
所
要
物
を
供
給
す
る
，•底
の
も
の
で
_
 

あ
‘っ
た
來
國
に
流
，布
す
石
に
至
，つ
た
。
，ベ
ン
少
セ
、J

•
フ
ラ
ン
ク
リ
シ(Benjamin 

F

J

i

)

は
、
逋
腾
康
派
め
著
作
に
動
さ
れ 

.

.，て
，
、

一

；
七̂
百
'
十
4

、
其

.
の

 Positions to be Examined,, c
c
n
d
n
g

 National wealth.

に
於
い
て
、
-.
#
造

業

，を

以

つ

て

不 

生
產
的
な
り
と
敬
す
重
農
學
派
流
の
震
に
從
つ
た
。
.即
ち
、
，-鈀
ル
は
、
‘製
造
人
は
：
其
の
、勞
働
に
對
し
.て
、
衣
料
、
燃
料
及
び
宿
所

.
■

■

:也
’糜
經
濟
思
想
史
槪
觀
：

.

.
パ

.一.：'
'
'、ハ.，：：
：」

:,
:

,

.|>J...

三
：
.(

ニ
‘七
七)

、
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•

,〔

坐
鹿
-經
濟
泡
想
史
槪
觀
■ 

.

V
.
:

、

, )

\-
.

'/
:
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一
四 

r 

S七 

&
 

1
包
含
ず
る
嬋
な
る
洪
存
廣
以
上
|:
'
霞
主
か
ふ
取
骑
す
る
.こ
と
の
な
い
も
の
‘で
>あ
ズ
と
做
し
た
' (

H
g Complete 

Works, 

in 

F
h
a
o
s
o
p
f
p
l
i

 
メ
 and M

o
r
F

 of th

rt>-Iate, Dr. 

B
e
l
l
j
a
l

 

, 

F
r
a
n
k
l
F

 

n
o
w

 

I
 

O
O
E
a 

and 

arranged; 

I

、 

M
e
m
o

 
す 

o
f 

h
!
s

/«.ariy‘L
f

 written by himself, voL 

i
r
l
l
, 

p. 

4
S
O
O 彼

れ

に

從

へ

ば

、
,
'
ニ

 
國
内
に
製
造
品
を
有
す
る 

の

.^
益
は

.
l

,に
想
嫁
せ
ら
、る
、
が
如
く
、
是
れ
等
の
も
の
が
»:
の
形
成
せ
.ら
る
、
，原
料
品
の
價
値
を
著
し
{
引

含

.
上

ぐ

る

に

存

せ
 

ず
し
レ
、
^
れ
等
の
も
の
^

^

に̂
於
い
て
食
^
品
が
ょ
-り
容
易
に
外
國
市
場
に
運
搬
也
ら
'^
而

し

，
て

，

是
rt
lc
依
つ
て
自
國
の
版 

人
が
ょ
1
容
品
に
外
人
I
欺=1

す
、

を

得

る

に

在

る

？

彼
，れ

は

ぐ

一

麗

に

取

'り

皆

を

取

得

す

る

方

法

が

僅

れ

に

三

つ

あ

る

に

過

ぎ

ざ

.

‘る
の
觀
あ
る
各
と
說
い
た
。
第一

は
羅
馬
入
，の
，行
へ
|

如

,<
‘
あ
に
、依

る

も

の

で

あ

つ

て

、

_其
の
被
征
服
隣
邦
を
掠
奪
す
る
に
、
 

存
す
，

斯
く
の
如
I

順
奪
で
I

。
第tj

は
商
率
に
依
f

の
で

あ

つ

て

：
-
そ

は

概

し

L

で
あ
る
。’第
三
f

c
に
依
る
も 

S

あ
つ
.て
，
唯
ニ
 
•の¥

1

1方
法

で

あ

る/0
.楚

れ

に

ぎT

は
、

人

は

其

の

讓

Q

坐

涯

と

其

の

裏f

勤
勞
に.對
H

酬

.

と

し

べ
*彼
れ

の

爲

绘

神

の

手

に

ょ

つ

て

射

は

，
る

、
持

續

的

寄

g
の
：.

5

に
於
い
て
、
地
中
に
擾
人
せ
’ら
れ

，
論

子

の

眞

の

增

加

を
 

收
受
す
る
も
の
で
杪
る
b 

©

i

f

P
P,.

4
0ふ1
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’
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■ 
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.ァ
、ダ
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t

x

i亦
、
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f

l義
的
思
想
を
或
る
程
度
_

認
し
•「

農
.業
£

客

は

又

、
自
然
が
人
間
と
ぎ
乾
働
す
る」

会 

々
と
說
い
た
o
. 

c
w

l

 ci Nations, vol.i

ニ77;6, 

V 44-00

•彼
れ
•は
、
重
農
主
義
■'が
-
細
工
人
、
製
造
人
及
び
商
人
の
階
級
を
•
 

_

不
姙
！

nj

つ
4
生
蠢
な
り
と
說
く
の
點
に
於
い
て
-其
S

大
な
石
議
の
弁
す
る
の
觀
あ
る
ノ
も
り
と
觀
乾
の
で
あ
る
が
、
而
も
、

:

借
虮
■

齡

園

勞

馨

办

.勞
概
が
：、
'、商

冷

紬

_

泰

_

I
な
の
で
あ
る
。(Ibid,

ンvcl.n, 

P, 2
7
2
0
0

‘然
し
な
が
ら
、
塵
的
勞
观
と
不
生
產
的
，勞
働
の
.分
界
を
劏
す
可
.き
請

を

.
其
の
勞

否
か
ぐ
略
言
す
れ
ば
、
其
の
^
物
が
持
銨
性
を
有
す
^
か
否
か
に
在
h
と
觀
た
彼
れ
は
：^ ;
F
 'vol. r

p
p
'
.
4
0
1
1
o
、

細
エ
人
、

べ
雜
實
人
毫
说
商
期
か
_
徽
^

”羅

_

,
叫
お
_
默
_
 一，_
黑

.

」

惠

谨

_

:^
霉
嘯
■
卿

品
: *
木

是
れ
を
以
つ
て
生
產
的
と
看
做
さ
る
可
き
も
の
で
ぁ
み
と
薄
へ
た
ぺ
彦
^

篇

.

>ヤ
2
7
0
0
斯
く
て
彼
れ
は
借

^
農
及
び
田

を
何
等
附
大
す
る
こ
'と
を
得
ざ
る
も
が
で
ぁ
る
，と
說
か
，な

咐

れ

ば

な

ら

な

が

0.
た
の
で
ぁ
る
0 (

I

ペP. .
2
7
5
0
0

 ,

加
之
、
其
，S

の 

初
め
に
於
い
て
、
.勞
做
の
生
產
ヵ
に
於
い
て
氣
太
な
る
增
進
を
來
し
ノ
且
つ
勞
働
適
用
^
に
於
い
て
.大
な
る
.精
練

技

3̂
及
び
明
^
を 

.

.得>0

は
分
勞
の
效
1
た
る&

觀
於
ぁ
る
と
說
き
、，
而
し
て
、
分
勢
が
、
”農
業
ょ
り
も
、H

業
に
對
し
て
、
其
の
適
用
火
な
る
こ
と
を
認 

め
、
'而
し
て
、
是
れ
を
以
？

、
軀
が
て
謙
の
勝
步
遲
ぶ
，る
所
敗
紅
り
と
識
じ
た
る
彼
4
は
、(

藍

"

,a
. 

r 

?
 

r 

S
,

/

鈔 

.•に
又
.、
有

用

勢

働

の

I

力
に
於
け
る
改
良
が
，、
第
一
に
は
'、
勞
作
者
の
俄
力
にf

け
る
改
良
に
；
又
、
第
二
•に
は
、

■

機
械
1

彼
れ 

が
是
れ
を
以
つV

奮

す

る
-
-

S

〈

れ
.に
依
存
す
る
も
の
•と
觀
、
而
し
て
、
細H

人
及
び
製
造
人
の
勞
働
は
、
.‘そ
ふ
仏
地
農
及
び
田 

園
勞
働
乾
の
其
れ
ょ
り
^,
一
 
層

小

分

比

ら

れ

〗

得

る

も

の

で

ぁ
»)
:
-
、
、
又

各

勞

作

€
の
.勞
儎
は
.其
の
作
業
を
ニ
層
單
純
蚀
大
な
る
も
の
た
ら 

し

め

ら

る

、
が
故
に
、
费
し
く

.齋
き
程
度
.に
於
い
で
楚
れ
等
兩
種
の
'改
良
が
'^
し
く
可
能
.で
1
る
|

を
認
.め
、
而
し
て
、
是
れ
に
由 

つ
て
，
此
の
點
に
於
い
て
、
耕
，
者
の
階
狹
は
、
、細H.

火
及
ガ
■

火
の
其
れ
料
士k

如
何
な
る
種
類q

利
益
、I

有
す
名
こ
と
を
得 

ざ
る
も
の
で
ぁ
る
と
論
結
^
な
化
れ
ば
な
‘ら
な
か
つ
た
の
で
ぁ
る
。
^
^
^
^
^
,

:̂
，
?
^
^
.

)

.

,
.
'
而
し
て
、
>
ミ
ス
は
*
典
の
*

k

著

5

_
を
通
じ
て
、
收
益
靈
法
則
を
：認
め
‘た
、る
證
跡
を
殘
す
.こ
と
な
、ぐ
、

又
、
穀

物

輸

出

獎

勵

. 

.金

に

對

す

る

彼

れ

の

强

烈

*
る̂
瓦
靈
見
，乂
奪
激
し
て
之
れ
：が
駿
擊
の
^.
を
孰
り
、
.之
れ
に
附
帶
し
て
地
代
の
發
坐
頂
调
を
說
明
せ
る
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‘ 

る

に.止
，
ま

り

"
，
土

祂

贮

投

人

^
ら
>
た
る
勞
働
カ
及
び
、資
本
が
相
異
れ
る
收
盧
カ
を
有
す
る
の
事
實
^
基
令
發
生
原
因
を
說
明
す
る
こ 

と
が
な
か
つ
太
。
彼
^
ば

「

收
益
の
‘遞
減
を
肩
ず
る
.こ
と
，な
、く
、

却
夕
て
收
益
の

^
限
の
增
加
を
信
じ
た
熱
心
な
る
農
業
貧
の
ニ
.人
で 

‘
ぁ
つ
，た」

i
稱
せ
ら
れ
.て
ゐ
る
°:(

昭
和
十
1
'
1
哗
版
拙
著『

經
濟
軋
史』

上
卷
_ニ
ハ
四
|
ニ
八
五
頁
參
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,

ア
ン
ダ
ー
.ツ
ン
の
鄉
國
身
蘭
に
於
い
で
-̂
;

-M
主

對

.«
跟

-^
者

.の
^
麗
は
ノ
英
蘭
、に
於
け
る
ょ
り

^
早
く
鮮
明
と
な
つ
て
居
0
.た
0 

'

英
蘭
で
殼
法
間
題
が
|!
§
し
ぐ
讓
せ
ら

4
る
、や
ぅ
‘に
な
つ
た
の
は
、一

斤
八
.百
十
，

SI

年
以
後
の
じ
と
で
ぁ
る
。
即
ち
、
平
和
の
囘
衷
い 

輸
1
の
激
增
!•
に

搞

て

、
加

へ

て

、
大

豊

作

••
0
.影
響
ば
、
小
I
の
-價
格

下

落.
9勢
，ひ
を
甚1
か
，ら
し
め
、
.务
れ
迄
概
し
て
冷
靜
の
態
度
を 

保
持
し
S

つ
た
f

階
跣
碁
し
く 

め
、
農
業
I

しy

更
ら
に
呔
な
‘蚤

S

與
ふ
•る
の
可
否
が
熱
心
S

議
せ
’倉
 

3
こ
と
X
な
り
、

:T
ン
ダ
、丨
ソ
ン
の
死
後
.六r

七
年
比
し
て
、'
地

，代

犀

說

は

苒

び

ク

ジ

、

ン

•ル
！
ク
、
サ
，！
•
X.
ド
ヮ
ー
ド
•ゥ
尤
ス
ト
、 

ト
マ
，ス
•
ロ
バ
1
ト
？
マ
，ル
サ
ス
、

!
>
•
>
]
レ
ジ
ズ
、大
佐
及
*ひ
，テ
I
ヴ
’ニ

ド

•
リ
ヵ• 

Vト
オ
■等
に
ょ
？

表
姻
せ
ら
る
4

と 

4

つ
た
の
で
ぁ
る
。
1
中
、
リ
ヵ
r
ド
オ
は
、
.
.地
代
，の
木
質
と
其
の
售
が
規
制
せ
I

、

法
則
と
を•研
究

し

、
而
し
て
；'

地
代
が 

，
土

-^
の
使
用
に
樹
し
で
.^
拂
は
れ
る
の
- ^
偏
へ
に
士
德
^

の̂
坐
谨
ヵ
に
關
、し
て
’同
1>
か
ら
ざ
る
品
質
の
も
の
で
’ぁ
り
、
又
、

\ ロ 

0
發
»
と
共
に
.劣
筝
な
る
品
質
蒞
1
く
ゆ
比
較
的
有
利
な
ら
ぎ
4
地
位
か
土
/地
が
着
作
せ
ら
る
4
に
至
る
が
爲
め
で
ぁ
、る
と
觀
た
々
卽
，
 

、

彼
れ
に
從
'へ
ば
、
地
代
は
土
敗
其5.

者
每
し
て
支
拂
は
れ
る
も
の
で
は
沒
い
。
耕
作Q.

限
，界
に
.於
け
る
土
地
は
何
等
の
地
代
を
，
 

,も
坐
ず
る
こ
:>
1
く
、
.唯
り
做
等
啤
る
土
墟
若
し
く
は
地
位
の
'土
地
が
其
.の
所
眘
智
に
地
代
を
齎
す
に
過
ぎ
な
い
。
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师
し

て

、

彼

れ

は_き
に

引

肿

必

る

「

徵

業

に

於

ぃ

て

は

叉

、
自

然

が

人

間

と

共

に

勞

働

す

る

」

と
做
，す.ス
ミ
ス
の
意
見
を
非
し
て
、

ブ
ヵ
，ナ
.ン
，.

(
D
a

く id.'Buchaman) ：

^
所
言
を
其
の
气
國
富
論
^
の
評
誅
か
-̂
弓
用
す
る
^
コ
自
然
か
|1
-
作
.
0過
程
.に
.於
，
い

て

人
--
^

の

節

私 

と
結
合
す
る
が
故
'に
、
農
業
は
箝
き
を
生
じ
ノ
從
つ
て
又
、
地
代
を
生
ず
る
と
做
,^
の
'見
解
は
單
な
る
空
勘
で
あ
る」
拿

ふ

も

の

: ̂

ト
是
ル
e
あ
る
。(wealth .of N

a
t
i
i
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哪
^"
繁
と
"に
_
ク
^
縣
承
節
«-
-靈
^
載

^:
馨
は
*

1:
顧
^
歡
雜
が
^

^

^

^

^
謙
分
^
^

ら
ぅ
と
%
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G
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2
500
-
2
5
9
.)

、
‘
又

：、

最

刺

，
に
、
勞

働

，
ヵ

隹

#

の
共
有
物
.^
:

所

有
.«

0
權

原
. 

を
创
始」

得
た
る
所
以
を
認
む
る
こ
と
は
被
め
て
容
易
な
る
^ .
-

じ
と
1̂
.
き
、(

E

.

,
 p,

 

§
.)

、'
文
化
の
進
取
に
連
れ
な
る
素
材 

は

愈

々

益

文

雙

勞
»

が
之
れ
ょ
て
權
诚
せ
る
物
の
後
に
退
く
こ
と
，、
故
る
を
示
唆
し
、
致
に
近
代
人
の
•技
術
及
び
工
業
に
向 

ふ
傾
向
の
辊
學
的
莪
礎
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。(

o
f
.
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3,62. )

.°
ア
グ
f
ス
ミ
J
は
斯
く
-の
如
き
主
張
，か
ら
離
れ
た
'。
ス
ミ
ス
は
先
づ
一
般
經
濟
生
活
の
複
，雜
な
る
事
常
か
. 

ら
抽
象
し
て
、
單
純
、
原
始
、
S
然
の
狀
態
を
想
定
し

V

ノ
斯
ベ
の
如
き
狀
態
に
在
つ
て
は
、
、價
値
を
發
春
し
む
る
、も
の
が
勞
働
で
あ 

る
こ
-と
を
看
出
し
た
。
然
'レ
な
が
ら
、
，彼
れ
は
、
，
彼

れ
が
抽
象
的
，に
價
値
の
唯
一
原
因
と
し

1ブ
.承
認
し
.た
勞
働
が
ノ
實
際
的
に
も
亦
、
，.

，る
。
坐
摩
の
雲
の
外
に
、
所
要
の
資
本
に
.對
す
る
利
子
及
び
所
要
の
，土
’地
に
對
す
る
服
代
も
亦
？

る
。
地
主
急
業
的
及
び
商
業 

-

1

本
家
と
は
、
彼
れ
の
I

f

社
會
に
於
い
て
支
配
的
地
位
に
立
つ
て7

居
つ
た
。
‘而
じ
，
て
、
彼
、れ

は

在
る
が
儘
の
狀
態
を
承
.

す 

る
其
の
价i

な
る
蘇
蘭
人
的
態
度
を
.以
づ
て
、
彼
れ
等
地
‘主
及
び
資
本
家
を
自
級
的
秩
あ
のI

部
と
じ
て
承
認
し
た
の
で
ぁ
る
O
C前
揭

,

\

坐
產
鸫
濟
啟
想
史
槪
歡
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章
第
八
1
十一

節
參
照〕

。
リ
カ
J
ド
‘オ
は
前
述
’せ
る
六
ミ
ス
.の
抽
象
的
理
論
と
經
驗
的
理
論
と
が
相
互
に
矛
盾
す
を
も
の
に 

非
ざ
る
^

I

f
ん
と
し
，た
o
,リ
カ
.丨 
> 
オ
如
、
,'
ス
,
A
,か
、
' 土
地
の
領
有
及
び
資
衰
集
積
に
先
き
立
て
る
初
，期
の
，社
會
に
於
い 

て
は
*
.、勞
働

に

，
よ

つ

，
ズ

敗

，
得

せ

ら

れ

r

欲
求
、に
'從
タ
ズ
何
等
の
制
限
な
く
增
‘加
せ
ら
れ
得
"可
_き
貨
物
以
根
對
的
愤
値
ま
之
れ
を
取
辱
す 

•、も
咖
@:
め
に
齊
さ
る
\
激
働
の
定
置
に
依
存
す
名
乙
と
を
明
‘か
に
せ
各
，鮮

に

於

い

て

、
之

れ

に

同

意

1
戈
0
然
し
な
が
ら
、
彼
れ
は
• 

土
地
が
領
#
せ
ら
れ
ノ
資
本
'
'が
塵
業
，に
適
用
せ
ら
れ
た
後
に
於
い
で
す
ら
、
相
對
W
價
値
，が
所
要
の
勞
働
f

依
存
^
る
こ
と
は
其
の 

议
前
と
.同
様
な
る
こ
^
/$
:
主
張
す
る
.に
於
い
て
、
.彼
れ
-と
相
遞
す
る
も
の
で
あ
る
。
.
-又
、
リ
カ
；I

オ
の
地
代
學
說
に
壩
れ
t*
- 
土
地 

に
，
對

す

る

最

劣

惡

，
な

.を
投
費
は
、
唯
り
賃
鈒
及
び
利
潤
'を
支
拂
ふ
^
見
る
も
の
で
'あ
る
0
如
ち
、
耕
作
の
1
界
に
於
い
て
は
土
也
は
地 

,f
t
を
坐
ず
る
こ
と
が
な
い
。
栽
^
は
、
生
產
物
は
金
然
資
本
及
び
勞
働
.に
よ
，つ
て
說
明
せ
ら
れ
る
。
級
し
な
が
ら
、
資
本
.は
過
去
に
.於 

い
て
道
具
典
の
他
に
投
入
せ
^
^:
た
る
勞
働
fo
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
そ
は一

般
I
勞
慟
に
同
，七
せ
ら
れ
^
る
も
の
y
t> 

る
。
地
代
は
*数
.働
の 

1附
刘
的
定
量6
‘使
用
に
よ
つ
て
比
例
的
に
少
1
る
收
溢
を
得
る
こ
と
か
ら
常
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
o
'へscardo, 

op. 

a
r
p
. 

5
S
0
O

彼
れ
に
從
ぺ
‘ば
、
坐
產
せ
ら
れ
た
it
.
の
^
換
僚
値
、は
、
唯
り
之
れ
於
直
接
生
糜
の
み
な
ら
ず
、
特
殊
の
勞
働
を
遂 

TX
す
る
が
爲
め
に
要
す
•る
用
具
、一
機
械
、
原
料
、
'簾
等
に
段
人
せ
ら
れ
た
諸
種
の
勞
働
の
總
許
に
準
す
可
き
も
の
で
あ
るO 

(ibid 
く
 

p

.

c
;̂o
。
彼4

を
以
'

9

て
.觀
れ
.ば
*
地
代
ゆ
斷
じ
て
新
^,
な
る
.收
.入
の
創
造
で
は
な
ぐ
し
て
、
常
に
旣
に
喔
せ
ら
れ
た
收
入
の 

賴
分
で
あ
名O

C
R
i
c
a
r
d
f

 A
n

 Essay on the. J
&u
e
n
c
e of a_10w Price o

f
o
o
r
n

 on the Frofts o
f

-
s
to-
c

r

100
1
5
, 

2nd. 

ed., 

p. 

l-^
o
斯
く
て
、
>地
主
の
利
益
は
常
に
其
の
社
身
に
、於
け
る
あ
ら
w
る
他
の
階
級
の
利
益
と
對
立
す
i
こ

と

、
な
る
。

地
主
は 

食

料

が

稀

少

，
且
つ

J

尚
價
な
る
際
の
如
く
に
繁
榮
’な
る
こ
-と
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
が
、
總
.へ
.て
の
#-
の
人
々
'は
俄
廉
に
食
料
を
权
得
. 

す
る
に
山
つ
て
利
せ
ち
る
、
所
が
大
で
あ
.る
o abid

，，
p.,20

し
。
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t

■て：、ん
ガ

：.1/
:
-
-
ド
：：オ
：は
ゃ
.
.ア
ダ
冬^ ̂

ロ
^
.
.
i
'̂
_
マ
.、
ル
：十

.：ス
が
支
持
せ
ル
七
す 

る
に
景
も
で
、あ
っ
た
ス
、ミ
ス
-ど
重
農
學
派
と
の
連
結
線
^
切
斷
し
崁
つ
た
め
で
あ
.る
。
rr
'
く
の
如
き
理
論
は
又
、
社
會
主
義
者
及
祁 

反
資
本
主
蕺
的
經
濟
論
者
の
主
服
に
對
し
て
、
其
め
现
論
阶
菽
礎
を
狐
へ
^-
け

れ

ば

巴

ま

袭

っ

た

。
然
し
な
が

』

、

リ

ヵ

ー
ド
ォ
典 

の
；人.と
.
_も
‘
貨

物

容

龁

が&

ら
名
>
勞
饊
量
妒
其
の
：相
鮮
的
慣
値
を
支

.配
す
る
.と
'做
す
の
原
理
积
、
機
械
及
び
其
’の
他
の
固 

定
啊
^
禮
的
資
卞
の
史
敗
に
ょ
.っ
て
著
し
’く
變
|1
1
せ
し
._めち
.れ
る
も
の
と
觀
て
居
--
?
*た
。(

P
P.
P-
G.
P
^
S
, 

op. ，

la
r

?
 

2
2
&
.

)

o而
し 

そ
、

一
千
八
百t

一
七
一
年
良"公
1
せ
，ら
れ
た
.其
の『

原
现』

第
苎
版
‘に
於
> 
て
.は
、
相
興
れ
名
資
本
の
；髙
が
長
短
相
同
じ
か
ら
ざ
る
期
間 

€;
乱

せ
>̂
-
る
V
に

銮

象

還

^

^

袂

定

原

理

の

霍

^rf

脉

强

調

、
せ
^
れ
だ
o、
而

し

て

ノ

其

の

坐

靡

に

同

j

嚷

纖

謂

隱

竭
 

て
な
.̂
徵
貨
物
がr

同
ー
、時
'間
内
に
市
場
^
齎
さ
る
\
'^
,と
を
得
&-
い
な
ら
^

是
れ
等
の
も9

が
贫
換
價
値
に
於
い
て
相
違
す
可
' 

_

ヒ

と

は

殆

ん

’
ど

一一&

俟
た
ざ
る
所
で
あ
石
と
說
き
、
'へsnciples, 

3
r
d
'r
t
>d
.
, 

1
8
2
1
,
p; 

3
4
0
、

乱
し
て
、

.—

見
杯
興
な
る
の
觀
あ 

.含
一
箇
の
假
想
的
場
‘合
.に
就
き
、
是
れ
等
兩
紫
の
•場
ム
ロ
に
於

-^
て
、
.一
貨
物
•の
優
越
せ
る
價
格
は
.
そ
，が
市
場
に
楚
さ
れ
f
^
以

扩

メ 

.經
母
し^.
け
れ
ま
な
ら
^
時
間
の
わ
い
大
%*
る
長
5
に
出
る
-̂
の
と
觀
、、
而
し
て
、
.惯
値
に
於
け
る
相
違
は
、
' 兩
#-
の
場
合
に
於
い
て
、
. 

.資
本
と
し
亡
襲
せ
ら
る
-
跳
潤
ょ
り
坐
じ
、
而
し
て
、
利
澗
當
留
'せ
ら
れ
た
時
間
に
；肩
す
る
正
し
き
賠
償
にf

ぎ
ざ
る
も
の
で
あ 

、
る
と
論
じ
た
る
'點
，に
於
い
て
、(

注
5:
，>
ゆ
：
0)
5
0、
.彼

れ

^

、''
一
 
定
办
满
様
に
於
い
て
.、
/'
深
な
’る
待
時
が
坐
箝
的
孜
る
こ
と
を
暗
示
せ
る 

の
で
あ
る
9
而
し
•て
*
何
が
故
に
、
ル
耍
.，の
^'
分
時
間
が
断
ぐ
の
项
く
_賠
償
せ
ふ
る
可
き
も
れ
で
.?>
'
る
か
の
間
題
に
答
へ
、
て
、

之

 ̂

を
制
欲
^
る
犠
#:
-
,に
求
め
ん
と
、す
る
，の
.理
’論
は
、
サ
ミ
-a
t
Hル
。
リ
ー
,
及
び
デ
ョ

/

ト
デ
，*
ポ

ー

レ
ッ

ト

•
ス

タ口
 

qプ
を
經
て
、
ナ
ッ
ソ 

.
I
•ゥ
ィ
リ
ア
ム
* 

WィW

个
オ
7
に
，ょ

っ

て

展

開

せ

ら

れ

、る
。

(

補
揭
拙
著
'五
一
^-
頁
以
下
並
び
^『

u
lra
學

:#
雜

謙』

第

三

十

六

，
卷

第
 

.十

一

號

所

稿

『

古
版

經

濟

鲁

敝M,
'

[ I

千
八
.百
多
ヤ
三
年
‘版
デ
0
;1
ザ
パ
ポr
レ
ッ
ト
•'ス
クn

1
.ブ
著
經
濟
學
の
諸
，原
理』

K

八
：
 

V
.
リ

、

度k

經濟思想史贬觀，
ノ
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ス
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:
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.觸

：
免

；
；
蒙

:

:
.

、

1—

六
汍
頁
參
照)

。

■ 

/ 

.

* 

• 

V 

: 
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\

然
る
に
、
ジ

OS
.
1ム
ズ
•
ミ
ル
及
び
ジ
ョ
ン•

ラ' 
み
ジ
ィ
•
マ
力
ラ
ッ
ク
の
.如
.ぎ
9
■丸
'丨

ド
•オ
、，の
直
接
後
繼
者
等
呔
、
價

値

を

以

つ

て

癸 

然

勞
働
置
，に'ょ
つ
て
.定
ま
-る
も
(0
.と
做
し
、
而
し
て
資
本
其
の
、者
'も
亦
、
勞
働
を
通
じ
て
存
在
す
で
に
至
れ
る
も
の
せ
あ
つ
.て
、

一
切
' 

の
坐
商
費
は
瑕
り
勞
働
に
の
み
’遡
り
得
る
も
の
と
觀
だ
。
ク
^
祀
反
じ
'、
國
民
主
義
的
經
濟
學
者a

1
ダ
デ
ー
ル
卿
は
、
夙
に
、
土
地
、

ン
:.
.
:
-歡
鄉
: *

沙
#

: ^

ネ

：
、
_琳
截
攸
激
歡
奮
; ^
'

|

^

^

%於
^ '
.

^
--
>
.進
^

ぐ
相
敷
.^ '
^

割
^ '

に
.於
^

で
：: *
;

^

生
寒
に
寶
献
^ ;
^

^:
'

^
^.
:
:'
..
^

 ̂

等
め
1ご
者
が
總
べ
で
富
の
本
原
的
衆
淑
で
あ
る
こ
/と
を
主
張
し
た
。
彼
れ
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
ス.
、

)
/

ス
は
、
資
本
の
利
満
を
以0

て
勞
-
 

參

働
者
，に
ょ
つ
て
原
料
に
附
加
せ
ら
る
、
齋
啦
か
b

支
拂
は
れ
、
#

く
て
又
、之
れ
ょ
り
引
き
出
さ
る
\
.も
の
，と
思
料
せ
ん
の
晛
が
あ
る
0 

.

せ
ッ
ク
も
亦
、
’略
々
同
様
の
窟
觅
を
述
べ
て「

ゐ
ネ
0
卦
し
斯
';
<

の
.如
き
4
.の
が
資
本
利
潤
.の
正
.確
.^ #

る
觀
念
で
あ
る
な
ら
ば
、
資
本
利

:
.
,
:
の
.懷
.ろ
.ヵ
:^
,^
本
^
有
.
の̂
懐
ろ
'へ
'の
.移
轉
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
ハ

：.

富

の

康

源

と

考

へ

，
ら

.れ
得
ざ
る
こ
と
、
な
る
可
き
で
あ
ら
ぅ
。
チ 

‘
ュ
ル
ゴ
オ
は
、
資
本
の
所
有
渚
を
以
つ
て
、
彼
れ
が
其
、の
資
本
を
土
地
の
取
得
に
使
用
し
た
な
ら
ば
、
其
の
，資
本
が
彼
れ
に
對
し
て
靡 

.
H
.す
可
き
も
.の
^
酿
し
*r
賠
僧
を
^-
-x
る
hの
.權
利
あ
る
^
の
と
.思
惟
せ
る
が
如
く
で
あ
る
o ,(.RSexions,.

o-p'd̂
^̂

 

6
.°
ン。然
し
な 

.
が
ら
、
ロ
I

Vテ
ー
ル
杧
據
れ
ば
、'
.斯
く
の
如
き
も
の
は
、
正
さ
-に
、
そ
が
如
佝
に
し
て
、
又
何
處
ょ
り
發
し
た
る
か
に
關
し
‘て
何
等 

の
觀
念
を
も
與
ふ
る
こ
と
^.
き
も
の
.で
あ
る
。(

A
n

 

I
n
q
-S
.
r
y 

into 
the 

Nature and OJdgin. of Public 

Wealth, 

100
0
4
, 

§
. 

155-15800

斯
く
し
て
、
彼
れ
は
資
本
の
收
受
す
る
利
潤
を
以
o
て
、
上
述
.の
如
き
性
質
を
有
す
る
單
な
る
移
轉
.に
#-
.ず
し
.て
、
g'
B
v 

'
:
.の
縦
立
：せ
名
®
藤

，
よ

れ

坐

，

る

t

る
用
途
を
列
擧
•す
今
を
•以
っ
て
必
要
と
觀
た
。(

1
〕

そ
は
歡
造
業
者
.に
ょ
っ
て
機
械
を
造
り
又
取
得
す
る
に
'使
用

せ

：
ら

る

、

を
，
得

.る
。

(
一

一)

そ
敉
原
料
を
獲
得
し
而
し
て
賃
鈒
を
亂
.拂
ひ
し
て
之
れ
を
製
造
に
致
し
、
又
は
製
造
せ
ら
|
た
贤
物
_を
市
場
.に
«
び
又
：之
れ
4
消

品
の
輸
出
の
何
れ
か
に
、
卽
ち
、
外
國
交
易
に
使
用
せ
ら
る
、
を
得
る
。(

四)

.そ
ゆ
農
業
に
使
，用

せ

ら

る

V
I得
る
.o
c$)

單
な
る
流

M
の
：次
:#
-
.の
ー
比
尊
ば
:»
の
■
會
玲
あ
ら
：ゆ
る
成
員
の
取 

6引
を
處
置
す
る
，に
政
要
で
あ
る
。(

良

尸

S
. 15

9
-
1
6
0
0
0

是
れ
等
漉
べ
て
の
場
合
に
於
い
て
、
資
本
.が
使
用
せ
.ら
る

、
に
非
ざ
れ

■ 

ば
、
人
間
の
手
に
ょ
つ
て
遂
行
せ
ら
る
.可
き
勞
働
の
一
部
を
、
そ
が
取
つ
て
代
る
か
、
，ハ
若
し
く
ば
ノ
人
間
自
ら
の
努
カ
を
以
っ
て
し
.て 

:は
仕
遂
げ
る
^
と
の
出
來
な
い
，勞
働
の
ニ
'部
分
を
、
そ
が
遂
lfr
‘す
る
か
の
孰
れ
；か
に
ょ
っ
て
、
利
潤
は
ー
掾
に
發
生
す
る
。
0
0*
2:
.,フ 

161.)

o

如
何
に
し
て
斯
く
の
如
く
使
用
せ
ら
れ
た
齊
本
の
利
微
％
勞
働
に
取
つ
て
代
る
こ
と
か
ら
發
生
す
る
か
を
會
得
し
得
る
■が
爲
. 

め
に
は
吾
人
は
须
ら
く
、
か
の
人
間
の
I
初
の
使
用
に
於
け
る
、
即
ち
.土
地
の
.耕
作
に
、於
け
.み
、
機
械
に
投
入
せ
ら
れ
た
資
本
の
結
、
 

艰
を
考
察
す
可
き
で
あ
る
。
彼
れ
が
一
箇
の
鋤
の
獲
得
に
，資
本
め
■一
 
部
を
投
下
し
た
瞬
間
、
' 1

箇
吖
人
は
、
-明
か
に 
一■日
の
間
に
、
其 

^
鋤
-を
以
つ
で
、
五
十
人
が
其
の
爪
を
使
用
し
、て
行
ふ
こ
と
.の
，出
來
た
と
同
じ
だ
け
の
土
地
.$
:
、
播

種

也

ら

る

、
.が
爲
め
に
準
備
す
る

- 

ノ
 
' 

: 

.

.

-

.

い
.
■-
,

-

, 

.

-

-

'■

こ
と
を
得
•な
け
，れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
、
此
の
.部
分
の
資
本
は
四
十
九
人
の
勞
働
の
必
要
を
推
_除
す
る
。(

§
尸

p
p
*

1on
2
-
1
6
3
，

)

o
而 

之
れ
.に
把
隨
せ
る
'系
論
と
し
て
#
:本
の
坐
齡
ヵ
說
、が
徐
々
に
其
の
展
開
を
見
っ
！

あ

っ

た

こ

と

も

亦

、
，、吾
•人
が
他
の
機
會
に
於

V
て
考

.，察
せ
务
垆
抓$

!:
る
默
露
卒
値M

J

I

:一
虚if

卷

嚴
1ー
鼻

所

齋

鑛̂

i
M
.濟
'
思

想

史

概

觀

 

' 

.

, 

一

二
.
' (

ニ

八

五
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し
て
發
達
を
.見
た
る
，限
界
學
說
-
の〗

先
蹤J

參
照)

o 

、

'
ソ 

'

.
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' 

七 

■ 
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\
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*
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重
農
學
派
か
ら
出
發
も
な
が
ら
も
、
價
姆
を
以
つ
て
金
然
人
間
‘.の
、
软

望

，に
發
す
る
.も
の
と
觀
た
る
>
ン
デ
ィ
ャ
ッ
-产
は
、
自
然
の
資 

-

馨
欲
望
の
滿
卷
適
合
せ
し
む
る
：總
べ
て
~
の
：疔
爲
；
f

'農
業
1H

業
及
び
商
業
は
孰
れ
も
效
用
を
生
ず
る
•の
*
.あ
る
も
の
で
あ
つ 

て
、
生
產
的
'で
あ
る
と
做
'1
>
>農
業
を
興
.の
重
農
主
義
的
優
越
の
地
從
か
‘
|
|け
、
‘而
じ
て
X
業
及
び
商
業
を
不
坐
虛
的
と
做
す
同
學 

,派
の
主
观
理
論
'に
反
對
し
ち(

r

三

田

學

會

雜

誌

』
第

！； ii

十
三
卷
部
十 
>

號
肌
載
拙
稿『

古
版
辉
濟
書
解
題
I

一
 

千
七
百
七
十
六
年
版 

H

チ
ィ.H

ン
ヌ
，
ボ

ン

ノ1
%ツ
ハ
コ
，
ン
デ
，

'ィ
ヤ
ッ.ク
.著
，
相

互

的

關

係

に

於

.
い

て

考
察
ぜ
ら
れ
た
る商
業
と
政
治』

參
•照)

。
其
の
經
濟
學
は 

最
も
廣
い
意
味
に
於
い
て
の
勤
孤

(
i
n
l
r
i
e
〕

；
の.
禮

識

で

あ

つ
た

サ
.r .
2

,ン
は
、
彼
れ
灯
所
謂
勞
作
客
.の
階
級
中
に
、
.筋
肉
勞 

働
象
の
外
に
、，
農
業
家
、.
工
匠
、
製
造
業
容
、
學
者
、
.技
術
家
、
銀
行
家
、
商
や
運
鍮
業
者
等
を
も
包
氣
せ
し
め
、て
居
つ
た
。

(
L
e
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•

,

然

る

に

，
、

シ

ャ

ー

ル

.,
#

フ
ー
リ
0:
の
フ
/
ァ
’ラ
ン
ス
テ
丨
>

に
於
八
て
は
、
各
種
の
エ
.

|

勞

樹

、
各

種

め

エ

場

及

び

機

械

生

產

.は

絕

對 

必
要
の
限
度
に
縮
少
せ
.ら
れ
て
'

其
の
住
比
は
褶
ん
ど
.全
く
其
が
園
圃
の
注
意
の
み
に
從
事
す
る
も
(7
)

|
で
あ
る
0
 

(
『

三
田
學
會
睡I

』
.

蕭

1

®
馨

麗

漏

種

達

：せ: #
1 :
:

^
§
^

_

_

_フ

靈
^
^

M〕

o

r
,b
て
、
商
業
を
以
つ
てC

寄
生
的
潘
業」

と
觀
る
の
意
見
^
亦
、
彼
れ
に
ょ
つ
.て
採
用
せ
ら
.れ
た
。
■へFourier, 

, 

Theory 

of 

Social organlza

rnOD, with an Introduction by Albert Brisbane, 

1S76, pp. .94r
l
l
p
)

.°
Jo
こ
'
-皮
' 
の
學 

fは
、
#
に
、

商
#
及
び
大
多
數
の
人
阶
勤
務
の
不
生
產
性
を
痛
烈
に
非
議
す
る
^'
の
.で
あ
つ
.た

.0(

0£
.
, 

Victor Considerant, Destinies sociales, 

exppwiti

fon €14mentaire compl

cp/te de la th 60rid 、soc

>iaire, §
uv. 

s
i
r

Libr. 

p
b
a
l
a
n
s
r
1851, 

I, 

p
’ 

4
4
0
9
11
も
、皮
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^
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w

»

^

^
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:
_
^
i
i
p
s
_
^

M;
p;
-
_«^
^

_

«
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®

«

«
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^

^
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^

_
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^

.̂»
s
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.
^̂ «
'B
.-
'
?
T
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:
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e
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論
證
に
掘
礎
を
有
す
る
も
の
で
が
方
か
つ
た
タ
.
.

——

‘ 

ノ 

！
 

，
 

. 

• 

• 

\ 
.

、

是
れ
に
.反
し
'»
‘吾
人
は
物
^

創̂
趟
し
若
し
く
ぬ
滅
却
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
‘も
尝
命
つ

>
、
欺
-に
物
質
中
に
、
若
し
く
は
物
質
ょ 

b
離
れ

て

、
效
，用
を
發
落
常
，レ

む

.る
，
を

得

る
‘に
，
過

ぎ

ざ

か

故

H
、

吾
'人
は
坐

產

的

勞

働

な

，る
於
辭

‘を
，#
質
的
產
物
と
等
し
く
非
物
質 

的
齡
物
の
螯
に

m
用
す
ふ
に
對
し
て
.敬
の
科
擧
的
な

る

綦

論

，も
存
す
A
こ

老

I

論
證
せ
る
の
名
#
は
、ジ
ャ
ン
，
•バ
，

チ

/ ^

ス 

ト
•セ
ィ
に
歸
必
ら
が
可
き
も
，
の
で
あ
る

。
' 彼
れ
'は
-
明
か
に
、
人
間
の
、勤
勞
に
ょ
0
て
.

_
せ
ら
る
\
價
値
の
’總

べ

て

が

、
'
其

の

剑

造
 

の
後
，、
言
は
弋
物
質
と
命
體
せ
.ら
れ
て
長
短
5

の
期
叫
他
存
せ
.

1
龛

#.
る

輝

輝

の

も

の

、
み
で
■は
な
べ
し
て
、
高
.く
評
價
せ 

1ち
ル
高
氣
巨
つ
永
續
的
取
る
產
觀
に
，
代
へ
：て
賻
入
ぜ

’ら
か
\
が
放
，に
#
在
性
を
有
せ
ざ
る
を
得
な
い
，.が
册
^
其
，れ
©|
體

* ^
等

灯

永

續

性
 

を
も
有
す
る
，
こ
と
な
く

•し
て
、敗
の_

の
_
阶
’に
‘滅
却
す
る
或
る
も
ヤ
從
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

'(

答

’
H
r
l 

A

I

O

I
 

.politique

ノ6 

1S4I; 

P
，

1
2
2'^
醫
師
、
’官
吏
.广
_
護
士
、
'浩
し

バ

は

判

棗

の

勤

勞

は

、
彼
れ

,̂
の
勞
働
な
く
ん
ば
ノ
如
何
な
る 

社
會
も
存
花
しi,

ざ
る
，ほ
ど
_肝
要
‘
I
,性
質
を
有
す
'飞
諸
欲
^1

を
滿
足
す
る
。
然
る
に〔

彼
れ
等
.の
邊
働
の
收
根
は
養
で
は
莩
い
か
。 

凌

^
/3
も
の
は
，、
之
れ
と
交
換
に
.
' ス
ミ
ス
が
富
た
る
と
と
を
承
認
す
る
|
の
'物
質
的
產
物
を
取
得
し
而
し
て
此
の
種
の
‘交

換
\ ^
反

1

1
應

顏

■
•

議
 

|
^
|
^
廳

_

1

_
霧

纖

! 1
;

:*
.謙

；
：
麵1 ;
1 |
額
_

1

1
觀

•

あ
つ
'て
、
之
れ
>'
權
成
す
る
價
霞
の
總
額
が
大
な
れ
ば
.大
で

あ

り

、
價
値
，が
小
な

れ

ぼ

小

で

あ

る

と

觀

、

の
で

^
る
。(

|
.
、
 ̂

^
.
w
o 

•

斯
く
の
如
き
セ
ィ
の
要 1

は
英
國
經
腐
學
替
に
舞
し
て
影
響
ダ
與
ふ
る
..所
が
あ
つ
た
。
、マ
ル
サ
ス
は
、
リ
ヵ
ー
ド
ォ
と
等
し
く
、
價 

义
9
て

的

に

鼠

と

职

違

’
る
も
の
と
^

^

が̂
ら
'̂
、
坐
產
的
勞
働
の
•問
題
が
富
の
'定
_
と
緊
密
，に
關
聯
し
、
つ

y
あ
る
こ
と

:
 

. 

V 

r 

 ̂

» 

\ 

I

-

を
澈
め
、

へ

princi

»rles

o,f JP 
で litical

M.dow.ol̂
y.coBsiderea

匀
ft
*
げ
 
p 

to,
: 
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p,H
a
c
t
i
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识 Sucation, 

100
2
0
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生
產
經
濟
上
想
炎
'樹
觀

* 

' 

• 

■ 

; 

; 

ニ

四

.

(

二
人
、)

•&d.'2nd ed.., p

?,'

^

* o
、

M

し
て
フ
居
^
に
七
^
若
ム
養
を
有
啼
的
祀
い
て
伽
質
的
な
る
物
件
に
限
定
す
る
^
と
が
な
い
な
ら
ば
、
.

五n
人
は
總
へ
て
の
勞
ff
を
以
つ
て
其
•，の
.程
度
に
於
い
て
は
相
違
す
る
.も
、
悉
く
生
配
的
，で

あ

る

と

稱

す

る

を

得

可

き

.で
あ
る
と
领
し
て 

■-ゐ
る
9 (Isd.,, 

l
s
r
e
,
4

4>
p
.OJ
00
•，
此
の
®
所
は
搏
版
に
於
い
■て
は
削
^ 1
せ
ら
れ
て
ゐ
る)

0.
.次
い
で
、
マ
カ
ラ
‘タ
ク
は
其
の
同
儔
ジ
ェ 

-

ム
マ
ミ
ル 

'とS

レ
、製
造
人
の
.勞
働
は
賣
り
得
可
>
,貨
物
S

現

せ

急

、
が
故
に
かii

す
あ
る
に
皮
し
、
錄
の
勞
働
は
爾 

く
體
現
，せ

ら

れ

ざ

，る
が
施
に
不

$
库
的
で
あ
る
と
做
t
前
揭
ス
.ミ
ス
の
所
論
を
反
駿
し
•た
0日
く
、「

而
も
#
迤
人
の
勞
働
は
眞
に
如
卸 

な
る
も
の
を
_

す
る
か
で
そ
ば
寧
ら
；

S

會
の
便
利
及S

便
益
の
爲
め
に
要
求
せ
ら
る
4

樂

品

及

び

便

{□:

品
ょ
り
成
る
の
で
は
あ
る 

ま
い
か
。
製
^<

は
物
S

生
產
考
で
は
な
く
し
て
、
罡

當

、の
其
れ
で
あ
る
。
而
し
5

婢Q

勞
働
も
亦
、
效
用
を
塞
す
る
こ 

と
が
明
，か
で
^
あ
る
ま
い
か<?
穀
，
、
牛
肉
*
--
^
ひ
其
.の
他
の
食
料
品
^

出̂
す
る
-農
夫
^
勞
働
於
生
糜
的
で
あ
る
こ
‘
と
は
遍
べ
濟
認 

せ
ら
る
X
所
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
规
し
て
然
ら
ば
-
.是
れ
等
の
物
？|

を
調
理
し
、
霧

し

、
面
し
で
是
れ
等
Q
t
Q
lし
て4

用

せ
ら
る
\
に
適
せ
し
む
る
必
要
且
つ
‘，缺
く
可
ら
ざ
る
任
勝
を
遂
行
す
か
僕
婢
の
勞
働
は
何
故
-に
不
生
產
的
と
看
做
さ
を
可
き
で
あ
る 

か」

と
。
ハ
？c

u
u
o
c
r
,
T
h
e
」Principles' of politicai'.E'conomy, 

1825, 

p. 

4
Q
6
0
0

_

ィ
：1

_

_

_

_

_

疆

_

_

_

者
_

_

漏

實

:;
|

薩

_
#
.
漏

貨
物
と
:1
1
縣
と
の
間
に
劏
.
せ、ら
れ
ん
；0
と
1

圖
せ
，ら
れ
た
區
別
は
-考
察
せ
，.ら
名
、
對
象
§

.

其
の
：者
に
存
す
名
に
非
ず
し
て
、
 

•是
れ
等
の
も
の
が
吾
人
の
注
意
を
惹
く
樣
式
に
游
す
る
差
違
に
进
く
の
觀
あ
ふ
も
の
で
あ
る
と
做
し
たo

吾
人
の
注
1思
が
主
と
し
て
變 

M
を
惹
起
す
る
行
爲
に
對
す
.る
に
非
ホ
し
て
-
這
般
の
行
爲
の
結
果
に
對
し
、變
更
せ
，ら
る
>
'#
;
に

對

し

て

喚

起

せ

ら

る

、
場
合

に

は

* 

藥

«
舉

:,
^

_

^

5

^
办
.變
赞
^

©̂:
都
务
朦
_
'̂
-
\
'
'
繼
靡
的
簽
働
蒙
'»
*;
.^:
ぐ
.比
貨
紙

 ̂

, 

に
於
い
て
、
，菩
人
の
注
意
が
主
と
し
て
變
见
せ
ふ
f

物
に
對
す
る
、に
非
ず
し
、て
、
謹

の

變

M 1
を
惹
起
す
るb

爲
に
對
し
て
喚
也
^

ら
る 
>
 場
合
に
は
、
經
濟
I

者
は
這
般
の
變
M

を
惹
掛
す
る
人
を
、
.
'
不
生
產
的
勞
働
者
、
彼
れ
の
努
カ
を
節
務
又
は
非
物
質
的
靡
物
！
:
 

名
附
け
た
.
.の
で
.あ
る
。
li
f
c
'
Hは
革
、及
び
絲
並
ぴ
•に
獵
を1

足
の
靴
I

ず
•る
.0

靴
擦
き
は
織
れ
•た
一
尾
の
靴
を
淸
潔
な
る
ニ
足
U

 

る
。
最
初
の
場
合
に
は
、J

n

人
の
注
意
は
主
と
し
て
變
ぜ
.ら
る
-
^底
の
物
件
に
對
し
-て
喚
起
せ
ら
れ
る
。’
斯
く
て
1
韵H
は
額
を
造
り 

节

し

く

は

す』

と
稱
せ
ら
れ
る
。|

還

き

Q
.

場
合
に
は
、
吾
人9

:疋

意
は
.主
と』

p

^ 1
行
せ
.ら
る
、
底
の
行
爲
に
對
し
:T
r

l

起
せ

fe
:
rt
-
-
l#:
■
ば
騰
衡
贫
^
»
&
K 
一
 4

黛

變

氣

具

最

お::
<
-
-
1
_
尤
:^
:
が

敗

墙

晰

れ

を
遂
行
す
る
.と
稱
せ』

れ
る
。
孰
れ
•の
場
合
に
.も
、
固
よ
り
、
行
爲
，と
結
^:
'
と
が
*
す
る
が
、
而
も
、
.一
方
の
.場
合

に

•は
吾
人
の
法
意 

は
主
.と
し
て
行
路
に
對
し
て
喚
起
せ
’ら
れ
、他
の
辦
合
に
は
結
‘果
に
對
，し
て
喚
®
せ
ら
れ
る
o(

hj
n

 

w
o
o
g
l 

3rd-ed.7 
100
5
4
, 

^
デ
ニ
ら

^

‘而
し
、y
v'
z
ィ
一
一
ィ
オ
ア
は
V
吾
人
の
注
意
を
主
と
し
て
か
•
に
向
け
、
若
し
く
は
主
，と
し
て
結
果
に
向
け
る
諸
原
因 

の
中
に
"第一

•に
は
、生
糜
せ
ら
る
、
變
化
の
程
度
、而
し
て
第
二
に
は
、
其
の
變
化
.に
よ
つ
て
I

す
る
人
が
概
し
て
一
議
の
利
益
を
購 

人
す
る
滎
式
が
¥
-b
て
ゐ
る
や
ろ
で
あ
る
ど
見
て
、ゐ
る
0仕
立
屋
は
反
物
を
上
衣
に
造
る
と
一
ム
は
れ
る
が
、紺
屋
は
染
め
ら
れ
て
な
い
反 

物
を
染
め
ら
れ
.た
反
物
，に
^>
レ
と
は
运
は
れ
な
い
0名
稱
.の
變
化
ば
頗
^
爾
要
で
あ
る
0紺
屋
に
よ
つ
て
姐
，ぜ
.し
め
ら
れ
る
變
化
は
仕
立 

屋
-に
よ
つ
セ
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
も
の
よ
^
も
®
ら
く
大
で
あ
ら
ぅ
が
、
其
の
^
物
は
仕
立
屋
.の
手
を
猶
れ
^
«.
^
ヵ
顧
る
ヵ
r
も

# 

屋
の
手
を
經
て
も
"
そ
比
變
化
す
る
こ
と
が
な
い
o
.紺
屋
は
取
し
い
名
I
を
生
ぜ4

む
'ろ
'こ
と
な
，，\
说
ハ
と
ゾ
：'
 

‘ゲ

-;
;
;
;、ぃ
少
“
1 

レ
い
.
を

春

し

•む
る
こ
と
が
-&
か
0
た

,-
6
然
レ
な
が
ら
、
シ
ィ 

'

(

ィ
オ
ア
に
從
へ
(:
!
，
.71
:
/<
:
る
别
：&

づ
稳
が
な
总
：〈

れ

や

次

_

_

_
 顏

：■
羅
 
_

_
| !
_

: 1
_

_

1

1

1繁

1

_

_遍

1

^

冶
炭
を
搬
ぶ
下
憐
は
、
"冗
れ
等
の
も
の
を
炭
坑
'の
，底
か
ら
坑
0
へ
引
き
上
げ
る
1
夫
と
.恰
も
^
,
ー
 

の
作
業
を
遂
行
-す
る
。
然
し
な
が
ち
、
 

沏
t
者
は
引
き
上
げ
ら
れ
而
し
‘V 、

穴
藏
に
收
め
ち
.2̂

る
際
に
は
，石
炭
其
の
芝
對
し
て
吏
拂
ひ
、
又
、
■下
僕
に
は
最
れ
等
、の
も
の
を
持 

!

集
經
濟
思
想
史
窗
-
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£

c
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l

s)

•'

ち
上
げ
る
行
^

對̂
し
て
支
拂
ふ
。
斯
く
.て
•
坑
夫
fe
石

炭

な

る

物

.
質

的

貨

物

を

生

糜

1<
>
‘
下

幾

は

非
®

的
生
庫
物
即
ち
勤
務
を
生 

峦
す
る
と
’稱
せ
ら
れ
4
。

兩

敦

は、
i察
實

、
物
質
の̂
存

微

粒

子P
狀
斯
に
於
け
、
る
變
化
と
贫
ふ
同

'

物
を
生
產
す
る
の
で
あ
る
が
、

’
调

も

、
，
吾

人
.の
‘法
窟
は
，1
方
の
場
合
、に
は
行
爲
の
|
に
、他
ぬ
場
合
に
ぽ
|
の
行
爲
の
結
果
の
上
に
注
が
れ
’る
0 (

I

,、
s
. 52-53 ，v> 

1
省
未
開
な
る
社
會
袱
變
於
>
て
ゆ
：
殆

ぎ

總

.ベ
て
の
製
造
業
は
家
内
的
で
あ
る
。
晋
人
が
是
れ
迄
’言
及
し
つ
レ
あ
つ
た
語
法
が

正
し
い
と
し
.妾
ら

■ば
、
、_

.は
管

手

.

vj

繁

f

峯

生

露

露

者

令

生

^:
；

g

雲

芝

、
，
非

實

的

馨

‘Q

 
_

者
か
ら

物
質
的
貨
物
の
生
產
者
に
變
成
し
た
と
稱
せ
ら
れ
^

、̂
れ

ば

な

ら

•
ぬ

J
a
b
i
d

".!}. 

5
3
0
6 
.

,

,
 
‘ 

-
.

* 

* 

- 

* 

* 

* 
i

t 

I 

I 

彳

生
產
に
_
し

て

，
斯X
,
の

如

く

說
け
る
シ
.
.ィn 

■ィ
；̂
ァ

は

、'
-消
費

に

關

し

て

生

產

的

消

費

と

’不
_

的

消

費

と

を

分

っ

な

，
生

產

的

浪

' 

费

は

ノ

將

來

塞#
を

生

、
ぜ

し
p

る
底
の」

貨
物
の
使
用
で
f

。
不
生
產
的
消
費
は
、
彻
論
'
何
等
將
來
の
產
物
重
ぜ
し
む
‘る
と 

と
な
き
底
の
^
用
> で
あ
る
。
歪

鹿

的

消

費

の

特

性

は

；

そ
，が

消

費

者

自

身

以

外

如

何

な

石

人
の
一
早
樂
を
も
氣
す
る
と
’と
な
き
に
存 

十
名
。
'I
f
c會Q

*

餘

Q

f
對
す
る
，

唯一
.Q

影
響
は
、
彼
れ
I

Q使
用
S

用
せ
ら
れ
得
可
臭
物

I

が
其
れ
浮
減
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總
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彼
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な
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述
.の
如
く
で
I

。
次
S

、
前
齡
ー
千
八
？

囚
|

1

の
I

I

S

し
、
ゥ
ュ
ス
>

は
•营

著

『

土
地
、に
對
す 

'
る
資
本
|

用』

に
於
い
て
、
分
勞
及
び
機
械
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簾
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を
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.
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篇
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熟
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概
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す
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蒙
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な
る
場
合
に
-は
龜
業
に
對
す
る
獎
勵
金
と
を
^'
唱
せ
る
ア
レ
，グ
ザ
ン
ダ
ー
•
ハ 

ミ
ル
ト
ン
ぬ
、
：製
造
樂
に
费
さ
<
^
-\
级
働
は
農
業
に
.使
用
也
.ら
农
>
«れ
と

比

較

せ

，
ら

'る
、
時

は

不

生

產

的

で

あ

る

^
做
す
の
主
張
を 

漪
察
し~

な
け
れ
ば
'為
ら
故
か
っ
た
。
彼
れ
は
、
農
業
•私
、
■眞
に
、
あ
ら
ゆ
石
他
種
の
跑
樂
.の
上
•冗
强
く
車
越
を
主
張
す
，る
の
權
利
を
免 

す
る
义
と
を
認
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
而
も
、
そ
ゆ
あ
ら
，^'
る
1
の
跑
業
部
門
に
此
す
る
も
餘
ほ
生
窗
的
で
.あ
る
と
^
ふ
こ
，と
は
楚 

れ
逛
に
其
0.
主
»
を
突
持
す
る
が
_爲
め
兄
與
へ
ら
れ
た
ょ
.り
^

{ら
に
以
上
の
論
盡
を
要
^
る
1
の
と
觀
た
。(papers on 

public- 

-Credit, Commerce and Finance b
y
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D
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國
甯
-a
l

H
-f

若
が
、
農
業
ゆ
^

性̂
の
單
越
を
認
む
る
ガ
爲
办
に
主
張
す
-る
^
據
の1-

た
る
、
土
壤
，の
諸
生
產
に
祚
っ
ズ
は
自
然
は
人
間
と
共
働
す 

I
も
の
で
あ

り

、

最
れ
等
兩
者
.の
結
合
勞
働
の
.結
,̂
は
人
間
の

み

の

勞

働

め

其

ル

丨

り

も

火

で

な

け

れ

ぽ

な

ら

ぬ

ど

做

す

の

意

見

を

以 

っ

て
■
奇
慑
且
っ
淺
^
な
を
^
の
と
觀
る
^
彼
れ
を
以
っ
^

れ̂
ば
、
人
間
の
み
<の
#
働
が
人
間
と
^
然
の
給
合
^
る

發

働

ょ

り
>:
臾 

ら
，.に
生
產
的
な
る
こ
と
唸
る
可
き
.で
あ
る
。
彼
於
は
又
、
餘
粱
に
使
用
せ
•ら
れ
た
勞
働
が
截
’し
く
週
期
的
で
，あ
る
に
反
し
、
多
數
、の
製 

猎
業
に
從
蕻
す
名
省
働
は
不
斷
|
,っ
正
規
，的
.で
あ
ヵ
、’
'又
.、

土
地
の
耕
作
救
作
吼
に
は

‘エ
匣
の
間
ボ
於
け
る
ょ
り
も
懈
怠
の
例
多
く
、
 

且
っ
.製
造
業
は
農
業
ょ
り
もH

夫
の
才
の
働
き
に
對
し
て
廣
き
界
域
を
開
く
.こ
と
か
ど
，、
製
造
勞
働
が
農
耕
勞
働
以
.上
に
有
す
る
利
益

看

“ぃ
ぺ
''
.ソー
'.
:
.
'
.
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"
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;
.
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ぺ
'
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'
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ク
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を
擧
承
す
る
。
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4
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製
造
勞
働
は
何
等
地
代
に
相
當
.す
る
^
の
を
坐
ず
る
こ
と
が
な
い
と
云 

ふ
主
阪
を
以
.つ
て
、.■彼
れ
は
、
形
式
上
.若
し
ぐ
は
言
薇
上
の
麗
に
篆
礎
1
有
す
る
も
の
と
.觀
る
。
.

ゆ
、
其
れ
自
體
、
*

の
所
有
.
 

者
に
.よ
ヴ
て
占
有
紫
浩
し
く
は
1
地

人

に

立

て

替

へ

；ら

れ

若

し

く

は

使

與

せ

‘ら
れ
た
資
本
で
耖
り
、
彼
^

が

收

受

す

る

地

，
代

は

、

所

苻

, 
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者
自
身
に
よ
つ
て
使
，用
せ
ら
、れ

で

、
彼
れ
よ
レ
之
れ
を
借
り
受
け
、
其
の
土
地
に
.投

费

し

.、

.

.
之

れ

を

改

良

ザ

る

が

爲

め

凇

自

ら

第 

ニ
の
，資
本
を
前
拂
’ひ
し
'
、
之
‘

に
對
し
て
又
通
常
の
利
潤
を
收
受
す
る
他
の
_请
に
よ
'
つ
て
管
现
せ
ら
れ
る
.土

地

に

於

け

る

或

る

、
一
萣
資 

. .

本

の*

通

，
利

潤

，
に

饊

ぎ

'な
い
こ
と
が
看
過
せ
^ '

れ
た
觀
が
あ
る
。-,
-

斯
く
.て
ノ
地
主
の
地
代
^ ;

ひ
借
地
肩
の
利
潤
は
、
一
5

.0
相
異
れ
る 

入
々
に
屬
.し
.而
し
て
農
,

の
耕
作
に
於
い
て
紘
合
せ
ら
れ
た
=

資
沐
の
膂
通
利
潤
.以
上
の
抑
者
で
も
な
い
0 (

さ
F

 p
.

 

s

o

楚
に 

於
い
て
^ .
'

地
'
代
は
唯I

の
也
菝
性
溃
し
く
は
優
越
成
る
注
满
性
の
準
度
た
る
_
も
の
で
は
な
.
' ^

0*
問
題
は
、
依
然
、

一
幅
の
土
地
の
_ 

入
及
び
改
良
に
使
卸
せ
；ら
る
X

或
■
る
一
宠
ぎ
本
.0
費
用
を
支
拂
へ
る
後
.に
.於
け
ふ
餘
剩
が
.ハ
製
造
場
の
運
營
に
使
用
せ
ら
る
、
同
様
め 

資
木
’の
其
れ
よ
り
も
太
で
あ
^,
.か
芡
は
小
で
あ
る
，か
、
作

有

し

べ

は'
^
使̂
用
せ
ら
る
、
•爽
み
一
定
資
本
及
び
或
る
：i 

.定
勞
働
量
か
^
.
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生
ぜ
し
め
ら
名
、
金
價
値
が
他
方
に
使
闬
せ
ら
る
る
等
し
身
資
本
及
び
等
レ
#
勞
働
量
か
ら
坐
產
せ
ら
名
\
,全
價
値
よ
り
も
大
で
あ
る
、
 

か
又
は
小
で
あ
る
如
、
若
し
く
は
摩
ろ
、
.恐
ら
べ
は
ハ
農
耕
の
琪
業
浩
じ
ぐ
は
製
造
'の
其
‘れ
が
、
其
の
■

一'
方
若
し
く
は
他
方
に
使
用
せ 

*

ら

る

、
資
本
の
宛
！

^
及
^

做̂
の
铤
氣
の
^
此
に
從
つ
て
、
よ
り
；？<
-&
る
康
物
を
生
ず
る
で
あ
ら
ぅ
か
ヤ
セ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0 (

送

|" 

p. 

1
S
5
O
0

是
れ
.等
諸
問
題
の
.孰
れ
の
解
決
も
落
^
で
は
な
^'
そ
：は
比
較
叱
ら
ル
可
き
諸
客
體
め
正
酿
な
冬
知
識
に
依
存
'し
つ
i
あ 

る
數
多
く
し
て
複
雜
な
'る
細
目
を
包
含
す
‘今
ニ

定

.の
報
合
は
製
造
桊
の
優
駿
せ
t
生
®
力
を
肯
定
す
る
。
農
業
の
優
越
せ
る
生
^
力

. 

は
確
證
せ
，ら

る

士

こ

と

が

な

い

’
政
^

政̂
策
は
須
ら
く
坐
產
カ
以
外
の
涔
察
に
よ
づ
て
決
定
せ
ら
る
可
き
も
‘の
で
あ
る
。

(

igr
p*
, 

,
d
v

1S5-1

OO7
0
O

W
し
て
、
彼
れ
は
、
，' 吾
ん
が
他
め
，
機
會

に

於

>
,て
述
べ
.た
芯
が
如
く
、
エ
業
的
‘な
‘

北
部
諸
州
と
農
業
时
な
る
南
部 

-

生
商
^
^

 ̂想
^
槪

焉

, 
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a

諸
州
の
間
に
は
利
i
l
w係
め
衝f

入
‘が
存
す
る
と
做
す一

般
に
行
は
，れ
ヴ
あ
る
見
解
に
對
レ
て
、
製
造
業
の
繁
榮
と
農
業
の
繁
榮
と
の 

‘

間
に
存
す
必
密
接
な
る
關
聯
は
、
經
亂
に
.ょ
.つ
て

確

立

せ

、ら

れ

、

又

V

般
に
承
認
せ
‘ら
れ
た
る
準
則
で
あ
る
と
歌
い
て
居
つ
た
。
.，

ハ
.懂

_

屋

3。義

■

:#
■
€

藝

馨

■

つ
て
潘
叱
ぶ

^

p

s;:
s

ij
务
本
.

.^
:
'艰
1 
に

^

^

と

激

ず

 0

皺

叙
^

•
.
#
の

.^
'
一
 

s

.

i

n
'H
:
:
/̂■
>

; -

u
;:
-

ン
、
：兄
ろ
バ
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，
も

の.
な̂
•つ
丸
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.
ノ 
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'

來
國
學
派
の
始
祖
と
も
稱
せ
.ら
る
可
き
へ
ン
ム
ィ
ぃ
チ
ャ
ー
ル
ズ
丨
ケ
ー
リ
ィ
は
、‘
無
限
な
る
未
開
拓
の
富
源
と
急
速
な
る
淹
業
の
發 

達
と
に
鼓
舞
せ
ら
れ
て
、
あ
ら
•ゆ
る
耕
作
の
段
階
に
對
し
.て
土
地
收
益
遞
減
の
法
則
が
i
遍
的
鹰
理
で
あ
る
と
と
を
i

し
た
。
彼
れ 

は

:^
つ一

千
八
百
三
十
七
ト
四
十
年
^
著

_
8̂*
总

¥
 Of politic£i'.ECOnomy. 

'に
於
い
て
、
農
業
に
對
す
る
收
益
が
斷
じ
て
遞
減 

す
る
が
如
き
?:
と
な
く
、
却
つ
て

I

實
際
に
は
著
增
せ
る
を
示
す
可
き
諸
事
實
を
提
示
し
た
、

oor
*s:
v VOL i,

100
3
7
, 

p. 5S; rol .

辟 

100
4
0
, p

?

 69, 70. )

o
.次
い
で
* 
彼
れ
は
其
の
.
_
1
千
八
百
四
4-八
取
の 

The'.Ff, tiie present, .and'the F
u
t
u
r
e
.

及
び
S '
十 

八
I
五
十
，九
年
^

principles of .social science.

，
に
於
い
，て
、
同

じ

く

、
勞
働

‘に
對
す
る
收
益
が
人
ロ
の
增
加
に
連
れ
て
.減
退
す 

，る
傾
恂
の
存
せ
ざ
.る
の
み
な
ら
ず
、
事
實
ば
却
つ
て
其
の
反
對
な
る
こ
と
.を
主
張
し
た
ザ
ヶ
ー
リ
ィ
は
、'、
吾
人
の
•趦
業
生
活
に
交
渉
の 

有
る
土
地
は
實
に
人
問
に
ょ
つ
て
爾
く
形
成
せ
，ら

れ

た

坐

產

の

要

具

ヤ

.\
V
其
の
儇
貧
帔
、
過
贫
に
於
い
.て
之

れ

に

採

入

破

'
ら

れ

た
 

勞

働

に

驻

く4
の
で
あ
る
と̂
て

ゐ

る
,0(

そ
は
過.去
の

勞

働9
高

に

域
£
ず

し

て

、
現
在
以
狀
態
の
下
に
於
い
ズ
新
僉
な
，る

土
地
を
之

. 

れ
に
.等
し
き
生
論
カ
を
有
せ
し
む
る
>に
必
要
_な
.る
努
働
に
依
つ
て
量
定
せ
ら
る
‘.、
も
の
で
.は
あ
る
が〕

、。彼
れ
は
、
經
驗
に
徵
し
て
、
婦 

地
が
@-
縣
に
1
て
乾
燥
せ
る
高
地
で
あ
つ
て
"
之
れ
を
耕
作
す
A
こ
と
容
易
な
る
.が
爲
め
に
、
人
は
先
づ
斯
ズ
の
如
き
土
地
を
占
領
す 

る
の
事
實
釔
立
證
し
、
而
，し
て
、

• 

f

t

陵
を
耕
転
し
始
め
た
人
々
が
、
最
瘠
地
の
：

i
渴
、
A
ロ
及
び
人
知
の
'增
加
、資
本
の
集
積
と
共
に
'

何
半
孓
向
つ
ゼ
耕
作
を
進
め
、
豐
汽
.な
る
も
、
而
も
沼
澤
、
浸
水
、
及
び
沼
癘
多
き
豁
谷
を
使
用
す
る
に
至
る
-と
說
く
。
勞
慟
け
絕
ぇ 

.•ず
坐
康
衡
を
增
加
し
、
當
は
增
大
し
、
人
は
進
步
す
る
A
食
料
、
光
線
、
空
斌
、
衣
料
及
び
燃
料
に
對
し
て
は
、
•.唯
だ
一
の
法
則
の
み 

が
存
す
る
。
人
問
は
.、‘
總
べ
て
の
、
又
-あ
ら
ゅ
务
場
含
に
於
い
て
、
翁
藤
の
.機
械
を
以
つ
'7
:

始
め
フ
而
し
.
て
最
良
の
も
の
-に
向
つ
て
進 

む
o 

•斯
ぐ
て
'

富
、
■
人
ロ
友
び
亂
合
‘の
習
憤
の
泰
達
と
共
に
、
絕
ぇ
ず
減
少
レ
つ
、
.あ
；る
#

. »

を
'以
つ
て
、生
活
の
總
べ
、て
の
必
要
品 

,

便
宜
品
、
娛
樂
品
及
び
馨
品Q

.

增
加
せ
る
供
給
を
取
得
す
る
と
と
，？:
'

得
せ
し
あ
ら
れ
，る
。
Q
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斯
く
て
、
，
ヶ;l
iy
•ィy

取
つ
て
は
、
•リ
ヵ
，1
ド
オ
の
地
ft
'說
は
、一

•切
の
經
驗
に
棒
れ
る
思
辨
的
空
想
で
あ
る
。
收
益
の
割
合
と
着 

做
さ
.れ
た

地

代

は

、
資
本

に

對

す

，る

一

切

の

利

子̂

|

く̂
、
時
の
經
過
•に
連
れ
て
減
少
す
る
が
、
而
ん
絕
對
の
高
と
し
て
は
％
加

す

> 

.
る
。
勞
働
者
の
配
八Rtl

、

‘相
對
的
に
も
、
&

的
に
も
等
し
く
增
加
す
る
。
斯
く
て
又
、
是
れ
等
相
異
れ
る
)il
l
:
#階
級

の

利

益

は

調

和

.：
 

を
保
つ
。
斯
く
し
て
、
舭
れ
は
雙
ま
巍
的
經
濟
學
に
他
據
す
>
と
，共
..に、
之
れ
を

,1
1
ら
に
高
く
、
觅
ら
に
鞏
闽
な
る
菽
礎
の
上
'に
®

‘
き
、
社
畲
主
義
的
攻
.擊
に
對
し
で
”
れ
を
擁
_

>ん
?:
-と
、を
命
圖
し
た
の
で
あ
る
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略
々
同
様
の
思
想
的
-傾
向
は
佛
蘭
瓯
に
於
い
て
も
亦
、
之
れ
を
認
め
る
.こ
と
が
出
來
る
。
.第
十

九

世

，紀
粑
於
け
'る
最
大
な
る
經
濟
學 

者Q
1

V
.と
言
は
れ
て
ゐ
る
；V

ャ
I
ル
•デ 
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ワ
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政
斷
的
^

^

_
對
顏
_
抗
戰
'^
述
生
_
的
,

:^
對
犯
.«-
_

限
;;
0
,

_

^

名:(
7
)
.
;|
1
:會
的
必
聲
に_

_

け
：る
學
說̂ 

ダ
を
唱
道
し
て
居
ヴ
た
'の
'で
あ
る
がr

七
月
表
命
の
後
、
ル
イ
•
フ
ィ
リ
■ッ
プ

の

ブ

ー

ル

デ̂.
ア
，政
治
が
成
立
す
る
や
、熟
心
に
之
れ
を
歡 

迎
し
、
而
し
て
、
新
政
府
が
^.
夂
勢
カ
を
得
つ
、
あ
る
社
#
、1

派
並
び
に
革
^
派
に
對
し
，て
虚
業
を
^

^

す
可
き
痪
壘
を
槩
か
ん
こ



•
J
»
: 

.
 

..... 

-

'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-*

,

と
.を
提
言
せ
る
が
爲
め
、
に
彼

れ

，の
滿
足
は
一

.層
大
と
な
っ
た
。
躺
が
て
•
先
づ
，ァ
ル
ヱ
ー
縣
の
知
事
と
し
で
份
官
し
、

一
千
八
百
三
十
. 

5

、
>

ム
縣
に
轉
じ
、
S

ル
"ヰ
、
參
事
院‘(

c
l
s
a
t
)

に
入
っ
た
彼
れ
は
、【

X

百
四
十
筆
、b

e
，l
a

I

I
 du 

r+ravail 

§ simple expose aes conditions dans lesqdelles les.forces 

humaines s
x
e
r
c
s
t

 avec Je plus de 

pPJ
K-
tn
s
n
e 

V

の
題
下
に
其
’の
舊
箸
を
新
刻
，じ
た
0(

彼
れ
が
巴
里
の
>
择
S
A
i 

Institution

に
於
い
て
、
现
.濟
學
及
び
倫
规
冲
裂
に
關
し
て
，行
っ
±

4 

-J 
.,1

.

..
.
.

 

.

.
 

、 

. 

■
 

r
 

t-
 

-
 
-
 

■
 

-4
r..

_敗
續
_

を̂

^
B-
p
^:̂f
r
's
^】

p
3'o
r
a
^

COBSid

rtJVr

念 s, dans Isrs 
十apports: avec laKbert^o 
窗
目
を
附
レ
て
H 
坂
•ノ
 

は
、
 

■1
.千

八
百
ニ
.十
五
哔
(0
.こ
と
で
あ
っ
た
.°
彼
れ
は
同
三
'十
苹
之
れ
に
多
數
の
附
加
を
行
ひ
、N

o
u
v
e
s

 traU6 

-s
c
o
no'
m
i
e 

.sociale,. 

、
の
題
下
に
‘ニ
卷
と
し
て
|1
]
-刻
し
た
の
で
.あ
る
.が
、
同
1ニ
十
五
年
ノ
恰
も
第
ニ
卷
が
發
馨
ら
る
、
直
前
-
火
災
の
爲
め
に
殆
ん
ど
其
の 

全
- ：;

P
5:
.
®失
せ
L
め
た
。
，其

の

後

、
.其
の
範
圍
を
擴
張
し
、
三
卷
と
しV.

發
免

■!
.た
も
の
が
即
ち
此
0
大
眷
で
あ
る)

0彼
れ
.、に
取
っ
て 

:
;
:
へK

は
'

■

德

の

：
_
 

諸
物
一 

は
^
の
^
-に
‘帮
藏
せ
ら
れ
た
勤
爲
の
高
に
從
マ
て
ー
父
換
せ
ら
る
、
が
故
に
*
價
値
は
勤
務
を
貴
^
す
る
。
彼
れ
は
マ
ル
サ
ス
の
人
0'
理 

:。へ_

;̂
熱

:^
達

■

■敗
.
^

用
と
し
て||

め
ら
る
可
き
も
の
で
は
な
い
。
土
地
に
對
す
る
支
挪
は
資
本
に
對
す
る
利
子
.に
過
.ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
るO

彼
れ
は
、宫
货
、

. 

_
び
枕
；高
^

潘̂
％
^

^

飞̂
：階

,»
_
ら
引
贫
廣
ぜ
^
$
:だ
次

:^
ル
_
鑛
#
禪
敗
観
樣
费
等
^
業
.務
を
是
認
«;
る
が
^-
め
^
、.

產
—

.て. 

::
:

:

一
關
す
义
书
，
顧
■
潜
_
的

馨

■̂
■
,

'^
ャ
：，
:-
1
_
_慕

湖

' 1
_
- _
^-
九

敗
:'
<-
;

虫
張
じ
#.
.

れ

ば

，

：

經
濟
的
度
地
：か
ら
き
れ
ぬ

、
-.

總
へ
てC

富
は
、
卽

ぢ

「

非
物
質
的」

の
も
の
に
外
^
ら
な
い
と
_す
.ら
言
っ
.て
ゐ
る
-°
彼
れ
_は
.ー
切
の
生
■產
行
爲
を
分
っ
で
、
v
g
?に
.

、

.對
し
て
作
用
す
る
も
.の
と
财
鹿
に
對
し
て
作
用
す
る
■も
の
と
に
分
っ
。
醫
師
、
藝
術
家
、
•敎
師
、
及
び
脬
侶
は
"
夫
々
、
人
間
の
肉
體
"
. 

へ
.'

想
像
力
、.1

鄺
性
、
及
び
I

M
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
'で
あ
る
。
物
賢
的
生
產
は
、(

一
)

抽
出(

二)

運
輸(

.三)

ェ(
g
o

農

の

四

つ

.に
分
た
に

,
」

れ
.る
o
:
:單
純
«

る
贫
換
は
生
產
.で
呔
な
.い
タ
--

1勞
働
ん
交
換
.とへ.は
、.：其
'の
：本 

■;
:
. 

i

の
で
あ
る
0.
.
熒
働
は
4-

1
を
意
味
す
る
。
商
業
及
び
交
換
は
蕺
も
.
此
の
種
の
.も
の
を
包
含
す
る)

の
で
试
か
い」

；
^

'

,

cibid., Vi'p, 

59900. 

. 

. 

■ 

:
:

.

.

:■
-

デ
：.

で

ヌ

妒

ォ-
は
A

de services).

と
、
：'#
の
生
產(production, de Jichesse、)

と
'を
^
つ
^t
'、
非
物
質
的
富
を
高
調
.し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
れ
.の
後
輩 

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
•
'、ハ
ス
チ
ァ
に
至
.っ
て
は
、
钽
ら
に
其
の
步
を
進
め
て
ゝ
市
場
に
於
い
て
交
換
せ
ら
る
ふ
も
の
’は
唯
り
勤
務
の
み
で
办
峄 

と
觀
た
。
彼
れ
は
"
特
に
坐
齑
を
論
t-
-
て
ゐ
な
い
。
彼
れ
に
取
っ
て
は
、
經
濟
學
の
主
題
を
形
成
す
る
も
の
は
勤
務
の
交
換
で
あ
る
。

.
Ir
f
iし
て
、
彼
れ
は
、
價
値
を
以
づ
て
交
換
せ
ら
る
、
.ニ
箇
の
..勤
務
の
此
‘率
で
あ
る
と
觀
る
。(oeuvres completes, 

par 

Paillattet, 

d
i
x
i
f
e
s
.
,

 p. 

145. )

o
斯
く
て
、
彼
れ
は
費
用
及
び
犠
牲
を
强
調
す
る
リ
ヵ
ー
ド
オ
學
派
，の
價
値
理
論
か
ら
離
れ
る
。
彼
れ
は
又
、

,
 

:

丨
坎
鉻
觀
原
畫

0 ,
實
際
.̂
:

.適
冉
_
を
柢
杳
す
备
：0
:
.
經
觀
的
便
嚴
は
人
：1ロ
也
»
加
か
ら
戎̂ 

_
 
; 

问
に
代
る
が
故
に
、
■人
口
に
.對
ず
る
抑
制
は
不
必
要
と
な
る
。
彼
れ
は
又
、
地
代
を
以
っ
て
、
開
拓
*
排
水
、構
圍
、：

it

肥
及
び
其
の
他 

永

續

的

改*:
;
に

把

は
.
.る
、
報
酬
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
ず
る
、
斯
く
て
、彼
れ
，は
、、社

..
#
半
：義
漪
に
ょ
っ
て
土
地
所
有
權
制
度
を
政
擊
.す
る
の 

,
武
器
と
し：

て
使
.用
.せ
ら
.
.
I
:
ゝ

に
"至
_
.つ
：
た

リ

力
.，
丨
.
.
ド

オ
P
地
.代
理
論
を
脫
却
し
#-
る
_も
0
.ど

思

^

し

た

の

，
で

あ

る

.0(Ibid.,. p. 257.)

„ 

バ

、
十

.

.

‘

..
ト

•
ミ^-
の『'

經
濟
职
珈1

味
川
版
せ
ら
れ
た
の
で
‘
る
ク
-彼
れ
は
、
此
の
著
中
に
於
い
で
、「

不
.坐
鹿
.的
穷
做
に
就
い
て」

論
じ
、
セ
ィ
に 

.

,/]
-
:糜
經
濟
思
想
皮
槪
觀
■
:

ゝ

. 

-
- ーー|
.五；

.

(

.■_
九
，九)



坐
產
絲
.濟
思
想
史
槪
觀
-

i
. 

•
.
.
.
.
.
.
、

 

.

.三
六.：

ノ'(

三
0
〇
>

從

-0
て
、
吾
人
が
生
產
し
、
若
し
く
.は
生
箝
せ
ん
.と
願
望
す
る
所
の
も
の
は
，常
に
效
用
で
あ
る
•'と
做
し
、；勞
亂
比
物
件
き
創
造
す
る
も 

の
で
は
な
く
し
て
、
效
用
を
創
造
ず
-̂
も
の
で

-^
る
と
觀
た
。(

p
rs-
p.
-
P
I
e
s 

of Political Economy, Vo 】.
i
,
1848

、
p. 

5
6
，

〕

Q
To 

し
て
、
彼
れ
は
勞
働
に
よ
つ
て
生
產
せ
•ら
る
乂
效
用
を
三
種
に
分
つ
.た
。
第
.一
は
ぐ
外
界
的
物
件
中
に
、盼

定

せ

ら

れ

體

現

せ

ら

る

、
效

:::

角

、
滅

：一:
:
1
^
过
人
簡
中
に
固
没
$
_
れ

k
こ
と
、な

く

し

て

-
糧

せ

ら

る

 

> 軋
な
る
勤
務
よ
り
成
る
效
用
で
あ
各
。(ibid., 

?
?
.
5
7
.
5

00
0
0是
'れ
等
三
種
の
勞
敵
.の
4»
-

、
'
孰

ル
 

が
坐
^
的
と
思
惟
せ
ら
る
可
き
.で
あ
る
か
。
效
用
の
生
產
は
、
又
類
が
生
贈
的
後
働
に
就
い
て
形
成
す
る
.，
の

常

，
で

あ

っ

：
た

總

念

?:
:

滿

足
 

す
る
じ
と
が
な
い
。
彼
れ
等
は
生
產
的
勞
働
の
因
神
は
效
用
で
は
な
く
し
て
、
富
で
^ ,
る
と
考
へ
る
。
而
し
て
、
彼
れ
に
從
へ
ザ
、
蓄 

積
し
得
る
こ
と
が
富
の
觀
念
に
取
つ
、て
缺
く
可
ら
ざ
る
，も
灯
で
-あ
つ
て
、
生
齑
せ
ら
れ
て
後
、
使
用
せ
ら
る
、
の
前
、
暫
く
の
«■
呆 
1子 

せ

ら

る

、
と
と
を

得

な

い

諸

物

ば

、
斷
じ
て
富
と
看
做
さ
る
可
き
，も
の

•で
ゆ
な
い
。
蓋
し
V■楚

れ
等
•の
も
の
i
如
何
に
多
く
が
生
.產
せ 

ら
れ
享
有
せ
ら
れ
得
可
し
と
し
て
も
.
之

れ

に

依

つ

て

利

せ

ら

ふ

、
人

は
寒
も
富
裕

',の
度
を
增
す
こ
と
な
く
、
聊
か
た
り
と
1
も
竟
邕 

■に
於
い
て
改
善
せ
ら
る
、
と
と
な
き
が
故
で
あ
る
。(ibid., 

p
.
'
5
9
'o
o
通
俗
的
觀
念
が
、•
物

質

的

對

象

中

に

闽

定

せ

ら

る

、
效

g
p<o
,所

， 

有
に
富
を
眼
宠
す
る
，は
、
是
れ
等
の
も
の
’が
物
質
的
で
.あ
る
が
故
'で
は
.な
.く
し
て
い
是
れ
等
の
も
.の
が
蓄
積
を
許
す
が
爲
め
で
、あ
る
。 

;
'
:
_
く̂ぜ

.;
^
;
_出
_

^

^

爾

榮
:«
樣
:̂
文
靡
忙
: «
-:
:
<
)
^:
,

:«
'
熔
*-
翁
&

象
敗
眞
_ 

の
種
類
.の
み 

を
7
解
，.し
よ
^
士
^
.た
-:
0
.
.
,
然
.：し'な
が
ら
、
.' 

.

物
質
的
.產
物
.の
.增
.如
.が
其
.の
.究
竟
0
歸
結
で
あ
る
と
し
.た
な
ら
ば
、.
.其
の
直
接
.の
.結

果

と

.
し 

て
佝
等
の
物
質
的
谨
物
を
も
维
ず
’る
こ
と
，の
な
い
，勞
働
に
對
し
て
も
、
彼
れ
は
生
糜
的
な
る
稱
呼
を
拒
否
ず
る
も
の
で
.は
なX

。

/Kibidfp. 

6
0
0
0

之
れ
に
反
し
、
不
生
產
的
勞
.働
に
よ
つ
て
、
物
質
的
富
の
創
造
に
.終
結
す
る
こ
と
ゆ
な
，い
勞
齡
、
如
何
に
廣
く
若
し
.
 

く
は
盛
ん
に
營
ま
れ
て
-も
、
社
#
•及
.び
'

I

般
世
界
を
し
て
物
貿
的
齑
物
に
於
い
て
i
り
甯
裕
な
ら
し
'む
る
こ
と
な
く
、
却
つ
て
、
斯
く

使
用
せ
ら
る
、
間
、
'
.、勞
働

者

等

に

よ

づ

て

消

费

.せ

.ら
る

、
總.ベ
.て
.の
，も
の
•に
よ
づ
吒
之
れ
を
よ
り
貧
窮
な
ら
し
む
る
勞
慟
が
了
飼
せ
ら 

れ
る
。
經
S

の
用
！

i

に
於
い
て
は
'
何
等
享
樂
•の
永
續
的
手
段
の
帮
積
せ
ら
れ
た
ス
ド
ッ
ク
の
增
加
友
く
し
て
I 

•
直

蹲

の

享

樂

は

終-. 

る
，練

べ

て

の

资

働

は

不

坐

鹿

的

f
あ
る
。
' 

(

1

4
:
?)

。

•,
:
 

- く

;,
'

•
斯
く
て
-
佛
國
に
於
い
て
は
、
バ
ス
チ
ア
K

せ
るr

部
•
の
掘
濟
學
荠
等
が
、
做
統
的
分
類
よ
り
結
见
1
つ

、

あ

ふ

弊

轡

に

，
» 

か
さ
れ
て
、宵
.な
る
概
念
を
彼
れ
等
の
學
陳
の
•主
題
だ
ら
し
め
ざ
る
こ
と
以
外
に
何
等
の
救
濟
策
も
存
せ
ざ
，る
も
の
と
觀
た
る
に
反
し
、
 

ミ
ル
は
遊
し
く
狹
隘
な
る
富
の
概
念
を
採
り
•
朋
かy

經
濟
的
研
究
の
.妥
當
な
る

主
題
た
る

も
..の、V
多
く
を
除
外
し
、
而
し
て
勞
働
を 

以
ウ
て
坐
鹿
的
及
び
不
生
崙
的
の
ニ
盏
に
分
つ
■膂
赛
な
^ :

分
類
を
復
活
し
、
部
•搬
人
及
び
商
人
を
生
诡
的
勞
働
者
の
部
類
東
如
へ
な
が

樂
家
、
_

_

_

^

^

^
1>
'
お

薩

量

燦

猶

趣

麗

：/■
^

_

^

_馨
輕

編

技

者

'
^'

て
の
他
の
{目
炎
を
、
此
の
部
類
か
ら
耕
斥
し
た
の
で
t

。(cf. 、
ibid: 

p.. 5
8
0
。

'而
，A
 

:
彼
れ
は
前
.揭『

經
濟
學
味
決
定
問
題』

に 

.於
い
て
は
、
栽

判

官

立
法
者
、
臀
察
官
及
び
兵
士
の
勞
働
、
、並
び
に
彼
れ
等
の
支
持
の
爲
め
.に
交
出
せ
ら
る
、
經
费
の
如
き
も
の
を 

以
つ
て
、
部
分
的
に
生
峦
的
で
あ
り
"
^'
分
的
に
不
生
齑
的
.で
あ
つ
て
、
適
當
笮
確
然
熟
れ
の
部
類
に
も
棑
列
せ
ら
る
、
こ
4
能
は
ざ
. 

る
も
の
と
做
し
’て
居
つ
た
。
.

(Essays, op. cir 

p
’

oo
o
o彼
れ
は
這
般
の
學
說
に
於
い
て
、
實
に
黯
異
的
湛
步
を
行
べ
る
ゼ
の
と
#'

等
侮
_

的
意
味
を
有
す
る
も
の
で
は
，な
い
と
思
惟
.し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。

ミ
.ル
は
义
、f

原
，理』

の
初
版
に
於
い
て
、
一
土
地
の

.所
產
，は
、
他
の
事
情
’に
し
て
等
し
け
ル
ば
、
使
用
せ
ら
る
、
勞
働
に
於
け
る
增
加 

に
對
じ
遞
減
的
比
率
に
於
い
て
^
加
す
'̂
と1K

ふ
こ
と
亦
、

農
的
產
業
に
關
す
る
，普
遍
的
法
、則
で
、は
あ

.る
が
、、
而
も
、
這
般
の
原
理
が 

’招
否
せ
ら
，
れ
た•るこ
と
あ
る
旨
を
述
べ
て
'•居
.つ
た
の
で
あ
名
が

'

(

g

f
 p. .2i70.v

後
版
に
於
：い
て
は
、特
に「

有
名
な
る
米
國
經
濟

' 

-
也
康
經
濟
，思
想
史
槪
钡- 

い
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響

K

ッ
チ
•
シ
ィ
lケ
I
t
ィ
伐
，に
於
い
て
、
そ
は
^
か
ら
さ
ま
な
石
反
駁
者
に
逢
着
し
た
る」

こ
と
を
，特
歡
し
たo (principles ,

1
 

>lmpres51§
, 

1904, 

p
‘
l
l
r
s
而
し
て
、
糙
か
.に
自
己
の
設
:^
せ
る
法
則
を
餘
り
に
背
遍
的
な
る
態
樣
に
於
い
ず
宣
明
し
、
新
た
に

;1
達

条

喔

.她

疆

達
#

: «
;;

1

_

膨

1 -
;

:1
齢
：3
:1
;

^

漏

.靈

_

_

ー
義
_

^

^

客
に
對
し
て
夕
']
リ
ィ
が
疋
當
な
，る
抗
論
を
提
超
せ
る
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
、，
彼
れ
は
斯
く
の
如
き
ケ
ー
リ
ィ
^
主
民
が
皮
. 

れ
，：̂
身
の
顼
^
を
镫
す
も
の
で
な
い
こ
と
を
主
張
如
た
。(ibid., 

P..112.) 。

彼
れ
は
'ケ
一
リ
.ィ
■の
如
く
極
端
に
論
ず
る
も
の
で
は
な

:
;
:::
:
;
<秦

：

輪
消
^
通
#)

卵

魔

*:
.職
赚
が
^
^
^
^

い

.0
そ
は
斯
く
の
如
き
傾
向
.を
有
す
る
が
、
而
も
*其
.の
.傾
问
は
-
長
き
期
間
に
苴
つ
て
す
ら
、
阻
也
せ
ら
れ
捋
る
も
の
で
あ
り
-义
、往 

々
に
し
て
肌
也
せ
ら
れ
る
。
其
の
結
艰
は
單
ー
の
原
理
に
依
存
ぜ
‘ず
し
て
、一

•一
箇
の
相
對
立
す
る
原
理
に
依
存
す
るO

、

常
に
土
地
ょ
り 

:

^
测
1
观
_

难

則

；
に
；
憑

地

雜

淺

他

ー

の

_

因

：
紙_

光
_

零
は
«

^

〈

德
灌
鱗
⑩
食

奪

：»
緣
ヵ
來
—
ぱ
’
靡
 

^
士
_
锝
敗
；；3
^
>
0
^
の
泰
あ
：建

：
他

來

齡
^

'.
|
:
'
增
_
_
^

減
少
す
る
の
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
み
做
し
1
順
次
！̂
れ

等

、の

改

象

に

澈

い

て

述

ぺ

る

0.(
i
b
i
d
,
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つ
た
が
、
而
も
、
彼
れ
と
雖
も
、
未
だ
*
十
1地
收
益
遞
減
法
則
が
靜
的
法
則
で
あ
つ
て
、
進
化
敗
法
职
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
覺
す
る
こ 

と
な
く
、

リ

カ

ー
ド

オ

及

び

ゥ

-
ス
h'
と
岗
様
に
、
道
股
め
傾
向
亦
將
來
に
亙
つ
て
優
勢
を
！

n

む
.可
き
：と
と
を
豫
言
し
だ

'の
.で
あ
：る9 

.而
し
て
、
.彼
れ
は
、
其
.の
.價
値
論
に
於
い
て
は
、
ホ
イ
义
ト
テ
ー
カ
ァ
の
述
ぶ
る
於
如
く
、
サ
ミ
ぺ
ユ
-;
ル
ム
イ
リ
4 

ゃ
ェ
ス
十
カ
收
益
の
.逆
減
及
が
遞
增
を
以
つ
て
A

の̂ 
一ー
§
ぽ
で
あ
つ
て
-
如
何
な
る
貨
物
も
是
れ
等
の
狀
^
を
通
過
す
る
こ
.と
.ぁ

ン

る

可

き

ヤ

ほ

ぎ

る

が

、
而

も

、
：
恐
一
ら
く
は
，
塵

物
 

.
し
た
石
に
反
し
：
楚
が
%

の
% ^

の
、を
1
對

0 .
:赏
^

C
し
め
た
る
.の
晛
が
な
ぐ
ば
な
か
つ
た
の
で
あ
る o

(
s
m
u
n
d
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:

ベ
む
F
ィ
_は
、
«:
値

0
軟
因
に
：鱿
い
.て
親
ぶ
る
_
當
り
、
^
擒
^

第
一
一
を
、

北

(

の
生
酿
に
於
い
て
：
记
の
人
々
が
微
會
の
；诩
'餘
の
^
ょ
り
も
ナ
，な
る
便
利
を
有
し
ー
斯
く
て
又
.、
是
れ
等
麗
の
若
の
競 

带が大なる黯に於ける

Q

•外
は
、
温
す
る
こ
と
を
得
な
い
貨
物
、
第
三
を
、
其S

塞

に

於

いV

馨
が
拘
束
な
く
作
⑴ 

チ
る
貨
勿
ど
故
し
た
.。
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ls5v〕o 
而
し
て
、
彼
れ
は
第
ー
ニ
猶
の
.，
 ̂の
を
以
.つ

て

節

勞
 

と
競
^
と
に
ょ
つ
て
咐
加
■せ
ら
る
、
の
•餘
地
あ
る
も
の
で
.は
あ
る
が
、
.而
も

、
，唯
り
：
-1
-
り

大

，な

る
.费
闬

に

依

つ̂
の
み
然
る
も
の
で
、め 

'る
と
觀
て
.ゐ
-̂
0
:
.
,

(

1げ
0:
.
,
?
.
1
9
3

-0
彼
れ
は
ハ
此
^

“
目
の
下
に
、
穀
物
、

一
般
原
強
物
、
金
屬
、
石
炭
及
び
其
の
.他種々
なる

. 

茁
耍
物
品
を
分
亂
す
る
を
柯
可
き
も
の
と
思
怖
し
た
。
c
&f"p

.
194

し
0

而
し
て
ノ
彼
れ
は
.、
第
三
種
の
物
品
の
交
換
せ
ら
る
、
數

.

:
^

を
^ ；
定
女
名
—

要M

本
事
撒
が
&

激
墟

.

^

%务
也
啟
募
_
減
_
い
: «
;

で
^

_養
が
^
^
^

可
き
意
味
に
關
し
て
‘は
般
火
な
る
英
阔
經
濟
氍
者
等
の
問
に
正
確
な
る
ー
‘致
な
会
も
の
'
と
做
'し
て
ゐ
る
"

ハ
昆
尸
V, 
8
0
0
0ミル
は
.

，

'
.H
値
の
理
論
を
述
ぶ
る
に
當
り
、
交
換
價
値
に
取
つ
て
缺
く
可
か
...
ら
ざ
•る
條
件
を
以
つ
'て
、
.效
.用
と
獲
得
.の
困
艱
で
:̂
>
る
と
欲
し
、
.而■.
.
 

し
で
、
.獲
得
.の
阶
難
が
常
に
同
觀
の
も
の
に
非
ざ
る
、こ
と
を
說
.，い
た
。
之
れ
に
は
供
給
の
絕
對
的
制
限
に
^
す
^
場
合
.と
、
單
に
其
の 

,
w
fを
化
產
す
る
S

す
る
勞
働
及
汉
變

S

す
る
場
合
と
が
あ
る
。

一
免
Q

S
及
び
經
費
な
く
し
て
は
、
•そ
は
取
得
せ
ら
る
，、

を
得
な
い
。
然
.
し
な
が
ら
、
•
或
る
一
定
の
人
が
甘
ん
じ
蓋
れ
等Q

.

も
Q

t

_

せ
ん
t

つ
、
あ
る
な
ら
ば
、
必
然
、
营

淹

物

の

、

.
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增
加
m
對
し
て
は
何
等
の
限
界
も
存
サ
ざ
る
可
き
で
あ
る
o
.Jf
l
.二
贫
の
中
間
に
位
し
、
寧
シ
又
よ
、り
、複
雑
な
る
場
合
が
存
す
るc

勞
働

，と
投
費
と
が
'收
益
遞
減
の
下
に
適
用
せ
ら
る
、
場
合
が
楚
れ
で
あ
る9

是
れ
等
の
'部
類
に
農

ゆ

物

並

一
びに
概
し
て
大
埤
の
罾
物
は
屬 

す
る
。

(
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u
p
F

o
p
. 

d

r

1st 

ed 
へ v

o
l
.
p
p
.

 

52
4.526.)。' 

,

.

、

■

斯
く
の
如
き
間
に
、
獨
逸
に
於
い
‘て
は
、
.見
地
’を
分
づ
て
ハ
生
產
的
及
び
不
生
靛
的
办
問
賴
を
考
察
せ
ん
士
す
る
の
擧
が
’行
は
れ
た
。

'

業
に
鸦
通
な
る
利
潤
率
を
以
.つ
て
、
彼
れ
、の
資
本
の
支
出
‘.を
间

收

す

る

場

合

に

は

、
典
の
，
熒
働
を

生

齑

的

と

稱

す

る

.の
常
で
あ
る
。
消
' 

費
者
は
彼
れ
ガ
典
の
給
利
を
利
用
ず
る
こ
.と
が
出
來
.又
相
當
な
る
價
格
を
以
つ
て
之
れ
を
取
得
す
る
こ
と
.-の
出
來
る
^
ベ
て
の
種
類 

.
の
勞
禰
に
生
產
性
を
歸
せ
し
め
る
。
'ft
後
に
、杂
體
と
し
て
の
國
民
經
濟
は
市
場
に
於
い
て
资
り
恥
さ
る
、
財
貨
の
最
を
墦
加
す
る
_
 

ベ
て
の
勞
働
を
以
つ
て
生
廂
的
と
看
做
す
の
■で
あ
名
。
'破
れ
は
又
.、
技
術
的
見
地
よ
り
す
る
生
歷
を
以
つ
て
，經
濟
的
見
地
よ
泛
す
る
生 

產
か
ら
區
別
せ
ら
机
な
：け
れ
ば
な
k
ぬ
旮
の
と
觀
.た
-技
術
时
生
菝
性
は
、勞
作
者
の
心
扩
浮
ぶ
技
術
的
思
想
の
實
施
に
依
存
す
る
0
技• 

?
的
に
は
最
も
高
く
生
產
的
'^
る
努
働
が
經
濟
的
»
失
を
來
ザ
と
と
が
生
じ
#'
る
o 

(staatswirthschaiuiche /untersuchuDgen,

100
3
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/

次
い
で
.' ロッシャーは此の

®
に
於
い
て
も
亦
、
私
經
濟
と
世
界
經
濟
と
の
間
に
重
耍
な
る
相
違
.の
存
す
る
.こ
と
を
'認
め
た
6 

•私
經
濟
は
-
勞
働
の
生
齑
性
を
.1
其
の
鹿
物
の
交
換
價
値
に

'

よ
’

つ
て
測
定
し
、
世
界
經
濟
は
之
れ
を
其
の
使
用
價
値
に
よ
つ
て
測
定
す

:
9
^

働
の
.み
，が
生
.產
的
>
稱
せ
ち
る
可
き
も
の
で
ぁ
る
:0■ (Die :G

s-ndla 
的 

e
b
. 

der 

Natio

o.al

o:,ko§
mie, 

loo
s
ts,

1
0
5
0
. 

fp 
レ

て
、
彼
.れ
は
.其
の
：.薪
.の
後
厥
に
於
い
て
1
一
國
民
が
愈
々
偉
大
サ
あ
り
•
启
由
で
あ
り
且
つ
敎
養
あ
.る
も
の
と
な
る
に
從
ひ
ノ
益
.々
：、
 

■あ
る
/旨
を
附
言
し
た
.0
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p
,
o
v
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I

-

玆
忙
巾
ッ
シ
ダ
、

1

,

は
此
の
問
題
-を
I

理
的
に
取
，り
扱
ひ
、
之
れ
を
其
の
最
初
の
ょ
が
高
き
形
態
に
復
♦歸
せ
し
め
ん
と
す
る
意
圖
の
一 

•

端
を
示
し
た
•の
I

る
が
、
而
も
、
策
十
が
世
紀
後
期
に
於
け
る
.
一
般
的
傾
向
は
.ハ
人
間
.の•
欲
望
を
滿
延
す
る
總
べ
て
の
’疗
爲
ど
以
つ 

て
生
靡
的
と
呼
稱
す
可
き
も
の
と
做
す
に
存
し
龙
る
の
觀
が
あ
る

。

經
.濟
的
相
貌
を
有
す
る
總
：ベ
.て
<p

行
爲
の
目
的
.は
欲
望
の
滿
足
で 

あ
る
。
’ a

ッ
シ
：
ャ
ー
は「

直
接
た
る
と
砑
接
た
る
と
を
問
は
ず
、
總
ベ
て
正
し
き(

§

ば
ふ
人
間
の
欲
望
滿
足
に
有
用
で
あ
る
と
認
め 

ら
れ
た
も
の
を
稱
し
.
て
財
と
宏
ふ」

と
說
い
た
o

Q

r

$

.
 2
0
0然
る
に
、一

般
經
濟
學
者
は「

善
な
る
と
不
善
な
る
と
を
問
は
ず
、，
旣 

.

に
欲
望
に
し
5

•す
る
以
上
は
不
正
不
德
の
欲
望
を
滿
足
せ
し
め
得
f

の
も
亦
、
財
で
な
け
益
•な
ら
ぬ
，

」

と
認
め
次
p

‘
c>.
; l
:

p
-,
'
p
r
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彼
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0.°
經
濟
財
は
又
物
質
的
及
び
非
物
質
的
.の
兩 

者
を
包
含
す
る
も
の
士
認
め
ら
れ
た
。
終
濟
財
b

機
成
す
る
^'

の
は
、
物
質
性
で
は
な
く
し
て
、
交
替
的
'用
途
と
の
關
係
に
.於
け
る
稀
.
 

'

少
怦
で
あ
，る
？
而
し
て
、
廣
義
に
於
け
、る
坐
齑
は
、
唯
り
本
殷
的
效
用
、
物
質
的
效
用
、
形
態
讷
效
用
を
創
激
し
增
加
す
る
康
業
の
み 

お

ら

ず

、

場
所
的
效
用
、
所
有
的
效
，敗
、
時
間
的
效
甩
を
創
造
し
增
加
す
る
輸
送
業
及
び
商
業
も
亦
、
生
齑
業
と
看
做
さ
れ
、更
ら
に
、

:

へ' 

.
直
今
浪
費
#:
;
t
»
M
^
&

t t
^

^
:̂
^
<D
::
i
:
l
I
i
m
m
s
^

'^
:
'̂
m

#
I;
o
-̂

».
:

-̂-
-
t
:
、
、生
產
者
：、
m
赞
於
及
び
^
人
の
對
立
は
猶
ほ
實 

際
社
#
の
肸
語
'中
-に
も
、
，經
濟
擧
上
9
響
作
屮
に
1
殘
存
じ
、
而
.し
，て
、

.

生
寵
及
び
不
生
齡
的
な
る
語
は
、
依
然
歌
治
的
論
戰
中
に 

;•
.生
霞

.濟
思
想
.史
■概
撕
..

.■ 

:四

一

.
-Q
-
c
s



.i

た
，
：
：
ベ
'
.
.
:

V:

萄
ハ
J

け
部
れ
て
届
つ
た
の
で
,̂
る

か

顶

も

.
霉
問
的
論
議
か
ら
は
消
滅
せ
ん
と
ブ
る
の
如
同
を
示
し
た
。
歷
pj
i
離
派
は
倫
理
的
規
範
を
承 

認
じ
、
倫
理
學
上
.のr

絶
對」

に
對
す
る
經
濟
壤
上
の
原
理
の
從
M
を
^
認
す
^
^
.の•で
.あ
つ
た
が
、
新
古
典
學
派
に
屬
す
る
#
は
往
々
.

 

に
し
て
：
倫
理
的
利
斷
を
下
す
-は
經
濟
學
者
の
.任
務
に
、非
ず
，と
做
す
の
態
度
を
示
し
た
。
而
も
、
之
.れ
に
對
し
、
浪

.
漫

主

，
義

者

及

び

制
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#半
幾
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«
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ガ
坐
»
:に
關
尤
':
^

_

.*-
5
廣

视

:«
'
-
^
_
«
派
的
淀
_
を
^
^

望
ま
し
き
幾
多
.の
物
件
を
除
外
す
る
が
爲
め
に
、
餘
り
に
狹
隘
で
あ
.り
、
又
、
有
害
な
る
一
定
の
貨
物
を
包
含
す
る
が
故
に
、
餘
'り
に
，
 

廣
沉
に
失
す
る
も
の
で
.あ
る
と
主
張
しf

て
居
つ
た
o (

ミ§
s
e
r
,
.
o
p
,
d
r
'
p
.
^
^
^
^

:

、.

ノ 

■
十
二

.
他
方
に
於
い
て
.
"農
業
に
於
い
て
は
收
益
般
減
取
則
が
作
用
し
、
製
造
業
に
於
い
.て
は
收
益
遞
增
法
則
が
作
用
す
る
と
■
す
.の
釙
立
.：

.
も
亦
次
奶
•裳
緩
和
せ
ら
.れ
ん
‘と
.す
る
の
傾
问
を
示
し
た
O
0夙
に
經
濟
學
者
练
に
ょ
つ
て
、
4-
;菝
的
勞
働
と
不
生
靡
的
勞
働
と
の
問
に
‘行
、
 

^
K
J
、
r
8

K:
g

-v
»
て
-̂
じ
、
總
へ
て
の
生
^
の
目
^
が
消
費
で
あ
り
、
總
べ
，'^
の
勞
働
の
..目
的
，點

^
§
!

§
5
,.£「

专

,虛
物
を
膦
人
す
る
#
.の
享
樂
で
あ
つ
て
、
楚
れ
等
の
'も
の
が
物
質
的
な
，る
と
非
物
質
的
致
.る
と
を
^
は
ず
>
做

し

樂

：> 
ス
•
千
'，
ル
..

マ
1
ズ(

T
h
o
m

-Ps Lnalnlers)

-^
、(

？

,of 

Society, 

100
3
2
, 

p. 

3
3
0
.

)

、
又
、收
益
掘
ー
減
法
則
を
拒
否
し
て
、、
此
の
點
に
於
い
て
も
、
古
典
經
濟
學
的
傅
統
か
ら
紙
作
た
0
彼
气 

は

言

ふ

If
N
次
海
竹
せ

.ら
れ
な
け
れ
ば
穴
ら
ぬ
新
レ
い
土
墟
が
ょ
り
扱
ひ
難
い
も
の
と
な
る
に
連
れ
、
：同
ー
へ
勞
働
.量
は
、
.農
具
，の
^.
'

一，l

-:^

, ®
'?:

上
け
る
々
.と
_

鄉
來
斧
と
同
：じ
勞
働_

滅

无

か

現
■
:
§
« :
^
 

ら)

る
，4
’に
至
0 ,
ヒ
良
务
等
池
が 

ら
恰
も
等
し
き
景̂

上

.'
<
'
る
を
得
た
で
ぁ
ら
ぅ
と
述
べ
て
だ
る.0:
0 .

ぴ5 :
.
-3
.
, 

5
1
6
, )

o

ケ
T

.ン
ズ
は
恐
ら
く
藥
實
上
て
於
け
る
女
采.

の
^
少
：

P
、

强 

<餘
叙

を

歷

成

た

最

後
(0
重

齋

取

る

键

；
者

发

あ

'
0康
や
^

万̂
と
.ー
ー1ー̂

れ
^

杓
發
明
’
、向
然
的
乍
因
に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
る
肢
下
し
つ
、
あ
る
收
益
率
に
後
れ
を
取
る
こ
，と
の
な
か
つ
た
.こ
と
は
、如
何
な
る
國
の 

辍
上
に
於
い
て
も
.1
じ
て
看
出
さ
れ
な
か
つ
.た
所
で
あ
る
と
做
し
て
ゐ
た
。(s

i
e
x
e
a
a
t
n
g
:
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1、1
業

的

取

議.叱
^

ら
ゆ
る
增
加
と
共
に
、
縱
し
資
氷
が
比
例
的
に
增
加
す
る
と
し
て
も
、減
少
す
る
傾
.向
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
、
蒞
し
く
は(
一')
殷 

造
業
及
'び
國
内
交
^
に
使
用
せ
ら
る
€
勞
働
か
ら
の
增
加
せ
る
收
益
に
も
拘
ら
ず
、
勞
働
の
生
產
性
は
概
し
て
、
他
の
^
怙
に
し
て
， 

し
'け
れ
ば
.、
'
.滅
.少
<ず
る
..の
傾
向
が
あ
‘る
...
こ
".と..を意
味
す
.る
か
"の
孰
れ
.か
.で
.あ
.ら
ぅ
。
か

：の
：..傾
向
;̂
^
用

.1
>
-^
む
.可

-̂
人
ロ
^

あ
は
防
ょ 

'り
後
の
傾
向
を
誘
致
す
可
き
も
の
ょ
り
も
低
い
。
而
も
、
猶
ほ
-■
»

此
の
法
4 {

0

は
其
の
ょ
り
谓
き
意
義
に
於
い
て
す
ら
も
疋
國
及
び
il
i
- 

も
文
明
の
程
度
^-
き
，歐
洲
諸
國
の
現
狀
に
適
用
せ
ら
る
、
の
觀
あ
る
可
き
も
の
と
做
し
た
。
然
し
な
.が
ら
、
■シ
ナ
ウ
ィ
ッ

ク

は

^
fx 

の
及
則
拆
饨
然
た
る
抽
象
.的
の
も
の
で
.あ
り
ノ
琪
實
を
叙
述
‘す
る
も
め
で
は
な
く
し
て
、
傾
向
を
叙
述
す
る
も
の
:e
あ
る
こ
と
を
明
記 

す
る
.0;
そ
は
、
力

-
.
の̂
作
)9
が
他
の
カ
に
ょ
つ
て
中
和
せ
ら
る
、
カ
を
叙
述
す
る
0

ぼ̂
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間
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に
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^

て
、
製
逝
.業
も
、
收
益
遍
減
を
免
れ
ざ
‘る
も
の
と
觀
る
-の
傾
向
を
生
じ
た
。
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s
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r
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pp. 21-26, 

S
9
:
?
o
o

、

マ
！

ン
ャ
ル
は
甘
ー

(

の『

へ
原
理

』

中

に
於
い
て
、

「

_

然
が
生
亦
に
於
い 

て
演
ず
る
役
割
は
收
錄
遍
減
の
•法
則
に
一

致

せ

し
め
ら
れ
、
人
間
が
，演
ず
る
役
、割
は
收
絲
遞
增
の
法
則
に
從
は
し
め
ら
れ
る」

と
猙
し 

虫
靡
鸫
濟
恐
想
患
觀

」

，
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•
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彼
れ
は
此
の
#
の
後
版
に
於
い
て
、
收
益
遞
趙
及
び
遞
減
法
叨
の 

作
用
が
均
‘衡
す
る
な
ら
*

4
、

收
溢
不
變
め
法
則
0
省

ot.constklt return)

が
作
用
す
る
も
の
と
說
い
^'
0 (ibid>, 5th. ed., 

1907,
先
づ
農
業
朝
作
に
關
し
て
認
め
ら
れ
た
收
益
遞
就
^

は̂
、
今
斗
*
#
り
土 

•地
に
の
.み
適
用
せ
ら
る
可
き
も
の
で
は
，な
く
し
て
、
就
" 

遍
的
-な
る
；

P

の
，と
身
做
さ
る
、
に
至
つ
た
。
限

界

.^
用
惯
値
學
說
亦
一
.般
盼
承
認
を
受
く
る
，と
#
-に
、
.そ
は
效
用
遞
滅
法
則
の
•別
方
面 

,

と
思
惟
せ
ら
れ
た
。
時
代
に
於
い
て
優
先
權
を
有
す
る
收
益
遞
減
法
灿
は
、
l
te
に
於
い
て
续
用
遞
減
法
則
に
亂
先
權
を
讓
ら
な
け 

れ
ば
.な
ら
,
も
の
と
認
め
ら
れ
た
0 (ibid.'.p/93. 

y
o
o斯
く
•て
、
農
業
芯
就
い
.て
‘眞
な
名
も
の
は
、
工
業
、
鑛
業
等
の
他
の
齑
業 

に
就
い
て
も
等
し
く
眞
で
あ
り
、

出
地
に
.
對
し
て
適
用
せ
ら

'る
、
所
の
も
の
は
叉
*
勞
働
及
び
資
本
に
も
適
用
せ
ら
れ
る
。
道
具
及
び 

裝

廣

の

連

續

的

增

加

置

は

、
或

る
〕

靡

以

後

め

於

い

‘て
■は
、
尙
，ほ

勞

働

者

及

び

生

淹

資

料

の

能

率

及

び

經

濟

を

增

加

す

る

も

、
，而

も

、 

そ
は
遞
铖
_

合
杧
於
い
て
之
れ
を
增
加
す
可
き
で
あ
、る
.、
斯
く
て
、
艰
加
ぜ
ら
る
、
裝
置
の
生
齑
的
能
率
と
市
場
に
於
い
て
之
れU

， 

對
し
て
ま
别
•は
ざ
る
を
得
ざ
‘る
價
格
と
の
間
に
は
均
衡
が
保
.は
，れ
な
け
れ
ば
な
，
ら
ぬ

o

是
.に
於
い
て
平
3
這
般
の
法
則
ば
單
疋
土
池
に
. 

.對
す
名
勞
働
蒞
し
く
は
資
本
'の
比
.率
に
適
用
せ
ら
る)
を
，得

る

の

み

な

ら

ず

、
產
業
裝
置
の

.大
务
及
び
企
業
の
：規
模

,に
：關

す

る

が

如

き

， 

諸
簡
雞
に
*

f
#

適
用
^
得
、ら.る
、
上
と 

>な
づ
：.た
。
'

(

許

^̂

lacludin

れ a study of

、

the h
u
m
a
n

 basis 

of economic law, 
1910

、

へp. 

2
8
4- 2

8
5.)

o
. 

•
、
 

凡
そ
一
世
紀
'の
間
、「1

國
の
人
口
.政
策
，上
及
び
農
業
.政
策
上
か
ら
考
察
せ
ら
れ
て
來
た
收
益
遞
減

法

則

は

、

ホ

ィ

ッ

ト

テ

！

ヵ
_
ァ
の 

指
■
せ
る
:^
如
く
、
'輝
に
.、
坐
產
諸
耍
溱
の
比
例
性
の
問
題
と
し
て
、
、曾
つ
て
チ
ュ
ル
ゴ
尤
に
'ょ
つ
‘て
置
か
れ
た
地
位
に
於
い
て
再.| 

じ
た
の
で
^
る
。
.唯
だ
、
チ

ュ
ル
ゴ
ォ
は
單
に
資
本
と
土.地
の
此
率
を
取
り
扱
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
ぁ
る
於
、
，
近

$

の
經
濟
學
：

盏
は
、
前
述
せ
る
が
如
く
、
'
生
霞
過
程
に
於
い
•て
結
合
せ
ら
れ
た
資
本
、.
勞
働
キ
ひ
吐
、地
.の
比
例
性
其
の
他
の
問
題
に
，之
れ
を
適
用
し
.
 

た
の
で
あ
る
。(Whittaker, 

c
p
.
'

d
r
’

P
*

 4 

Q
20.
0 
了
シ
ャ
ル
に
從

'
へ
.ば
、
總
べ
て
の
_

家
は
、
各
々
其
の
精
力
と
能
力
と
に
應 

じ
て
、
其Q

現

る

各

_

雲

霜

對

邮
_

、
否
な
更
■ら
に
是
.れ
等
讓
れ
か
に
代
位
し
得
？

讓
の
相
對
的
能
率 

を
も
知
ら
ん
と
し
$

不

斷

に

努

カ

し

つ

、
あ

.る
，の
-
で
あ
'る
。
企
業
家
は
或
る一

‘
要
素
？
或
-る

5

の
篮
的
使
用
¥
ょ
つ
て
幾
許
の
純 

產

物

(

B

t p
r
o
d
u
c
t
)、， .

‘
即
.ち

彼

れ

，
の

全

^

物
の
.價
値
に
對
す
る
純
附
加
が
坐
ぜ
し
め
ら
る
i

力
を
.
彼
れ
の
爲
し
得
る
最
善
を
盡
し 

そ
I

J }

す
る
の
.
で
あ
る
o (

p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
'
o
p
.
c
i
r
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 th, 
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0
6
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。

一
般
化
せ
ら
れ
た
せ
產
諸
要
素
比
例
法
肌
は
限
界
生
靡
力
寧 

派
の
分
^

理
論
の
基
礎
を
成
す
も
の
で
あ
る
.0
各
協
力
要
素
の
價
' ^

が
該
要
素
の
限
界
產
物
に
等
し
い
.な
ら
は
，

•

斯
く
て
協
力
諸
要
素 

の
所
發
者
に
割
り
當
配
分
物
に
等
し
か
る

f

で

倉

。
然
し
な
が
ら
、
斯
く
Q

f

は
實
際
に
ば
充
分 

に

行

は

.-
1

か
い
一
.定

の

.單
純
化
せ
ら
れ
た
條
件
の
下
に
於
い
て
の
み
唯
り
眞
な
る
も
の
で
あ
る
。
-限
界
生
產
カ
說
と
關
聯
せ
る
最
も
傑 

rfu
f
.る
名
は
ジ*

ン
•
ベ
ー
，ツ
•
グ
ラ
ー
ク-

の
其
れ
で
あ
る
が
、
彼
れ
の
理
論
は
主
と
し
て
純
乎
た
る
理
論
的
の
-̂
の
セ
あ
つ
て
之
れ 

を
特
徵
附
け
る
®

の
抽
象
が
興
-
し

て

，
效

课

、
あ

る

も

の

で

^ -

る
か
如
何
か
^

往
々
.
に
し
て
疑
問
と
せ
ら
れ
た
。

.

'が
：マ
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1;;;':

:

雙

教

に

：
撒

作

_

訪

'濟」

A
に
分
た
れ
る
。
'如
苕
は
其
の
產
業
の
.一

般
的
靈
に
傲

#
す
t

の
で
あ
つ
て
、
其
の
產
業
に
於
对
る
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
享
有 

し
得
可
き
經
濟
で
あ
.
^
:後
者
は
之
れ
.に
從
事
ず
.る
.各
筒
企
業
の
資
源
及
び
是
れ
等
の
も
の
、
經
營
能
奪
.に
依
#'
す
.る
も
の
セ
あ
る
。 

(ibid.,.p. 2
6
6
0
0
'
1

企
業
の
遞
滅
的
費
用
は
各
筒
企
業
浩
し
く
は
全
體
と
し
て
の
其
の
魔
業
の
大
さ
の
凾
數
で
.あ
る
。、幾
多
の
場
合
. 

に
於
い
て
、'
機
械
的
過
秘
の
最
大
な
•る
能
雍
は.1-

炎
業
が
l
fe
-o
規
模
に
到
達
せ
る
際
に
霞
保
せ
ら
れ
て
、
早
晩
、一

企
業
の
規
模
を 

擴
張
す
る
に
ょ
つ
て
、
生
產
諸
力
の
能
_
を
•增
加
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
-
一
企
業
(o
.擴
大
が
.一̂

點
卿
ち
所
謂
最
適
度
點 

.-

生
產
鸫
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思
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